


心 の 糧

十二使徒評議員会補助

デ ビ ド・Ｂ ・ハ イ ト

ニーファイは良き両親がいることを非常に感謝 していたと思 う。私の母は早 くし

て未亡人となったが，子供を霊的に鍛 える義務を決 して怠ることはなかった。長い

間病床に伏 していた時でも，母は私にいろいろな教訓を与えてくれた。また母の証

が決 してぐらつくことがなかったことを私 は幼い頃から知っていた。

父は常に私の理想 とする人であった。私 は幼い時か ら父のように，力の限 り奉仕

し，人々を助け，また教会や社会に関与 し，援助を惜 しまない人になりたいと望ん

でいた。

父は，かつて祖父がそうであったように，教会の指導者の召 しに応 じ，その指示

に従った。私の子孫もこのようになって くれたらζ祈る気持である。

今私は，人生経験や人格形成において手助けとなった人々の残 して くれたものを

大切にしでいる。

ある人はこう話 している。 「父親が息子に残すことので．きる遺産のうち，良い評

判ほど大いなる遺産はない。また家族にとって気高い先祖の誉れほどぜいたくな家

宝はない。」
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今 月 の 表 紙

今 月 の 表 紙 は ， １９７１年 １２月 ２ 日，十 二

使 徒 評 議 員 に 召 さ れ た マ ー ビ ン ・Ｊ ・ア

シ ュ トン長 老 で あ る。 この神 権 時代 に あ

って ７９番 目に 使 徒職 に 召 され た。 裏 表紙

は ， ア シ ュ トン長 老 夫 妻 が 孫 の マ イケ ル

・ア シ 亭 トン とひ と と きを 楽 しん で い る

と こ ろで あ る。 ドイル ・Ｌ ・グ リー ンに

よ る 「十 二 使 徒 評 議 員 ， マー ビ ン ・ Ｊ ・

ア シュ トン」 （Ｐ． ２６９） を 参 照 の こ と。

（表 紙 の写 真 は教 会 イ ン フ ォ メー シ ョン

サー ビス の好 意 に よ る もの 。 裏 表 紙 は ，
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エ ラ イ ジ ャ の 訪 れ

大 管 長 ジ ョ セ ブ ・フ ィー ル デ ィ ン グ ・ス ミス

旧約の最後の予言者マラキは，次の

言葉でその予言を結んでいる。

「見よ，主の大いなる恐るべき日が

来る前に，わた しは予言者エライジャ

をあなたがたにつかわす。彼は父の心

をその子供たちに向けさせ，子供たち

の心をその父に向けさせる。 これはわ

たしが来て，のろいをもって地を撃つ

ことのないようにするためである。」

（欽定訳マラキ４：５－ ６）

古代の最後の予言者が将来への約束

でその言葉を結び，その約束の中で，

後の神権時代 と過去の神権時代をつな

ぐ来 るべき時について予言 しているこ

とは，非常にふさわしいことであると

思われる。マラキの予言的な言葉は，

ほとんどの注釈者にとって理解できな

い奥義であると言われてきた。特に，

エライジャの訪れに関する彼の宣言は

理解されていない。

この混乱の生 じたのは，聖書注釈者

の理解の欠如によるところが大きい。

キ リス トの時代よりほぼ千年前 に生 き

ていた古代の予言者が，マラキが述べ，

エライジャが所有 していたような著 し

い権能をもって送 られる可能性がある

ことと，それが道理にかなっているこ

ととを，彼らは理解 していないのであ

る。この予言は，父の心を子供たちに

向け子供たちの心を父に向ける権能を

持 っていた，エリヤとしてのバプテス
ぬ

マの ヨハネの訪れ によって成就 された

とい うのが一般 の解釈で ある。 この解

釈が下 された １つの理由は，天使がヨ

ハネについてザカリヤに語った言葉の

理解を誤 っていることによる。

「彼はエリヤの霊と力とをもって，

みまえに先立って行き，父の心を子に

向けさせ，逆 らう者に義人の思いを持

たせて，整えられた民を主に備えるで

あろう。」（ルカ１；１７）

ヨハネがエ リヤの霊 と力を もって来

たことは確かであるが，マラキの予言

を成就 してはいない。マラキのその言

葉は，末の日に， しか もキリス トが地

上に再臨される主の大いなる恐るべき

日の直前に起 こるように計画された事

柄を示 している。また，聖典に信頼を

置いている人にとって，古代の予言者

が末 日に地上に送 られると信ず ること

は道理にかなっている。ペテロ，ヤコ

ブ， ヨハネがキリス トと共 に変貌の山

に行 った時のモーセとエリヤの顕現に

ついて，福音の筆者たちは非常にはっ

きりした記録を残 している。では，モ

ーセとエ リヤが地上で生涯を過ごした

数百年後 にそのように弟子たちに現わ

れることができたなら，彼 らが救いの

メッセージと権能を持 って我々の時代

に再び地上の人々のもとに送 られ得 る

と信ずることも道理にかなっているの

ではなかろうか。

救い主と弟子たちが変貌の山から下

って来 る時，主は，御自分が死か らよ

みがえるまでこの顕現についてだれに

も話 してはならないと彼 らに命 じられ

た。 しか し，彼 らはエ リヤの訪 れにつ

いて あることを知 りたい と願 った。 そ

こで，主 は彼 らの問いに答 えて言 われ

た。

「確か に
，エ リヤが きて，万事 を元

どお りに改め るで あろう。 しか し， あ

なたがた に言 ってお く。エ リヤはす で

にきたのだ。 しか し人々は 彼 を 認 め

ず， 自分か って に彼を あしらった…⊥

（マタイ１７：１１－１２）

その時，弟子た ちは主が ヨハ ネの こ

．とを言われた のだ と悟 った
。救 い主 は

バプテスマの ヨハ ネがエ リヤと して来

た こと，す なわ ち主の前 に道を備 え る

ために来 た ことを そこで明 らか にされ

た。 しか しまた，万 の物事 を回復す る

権能 を持 つ他 のエ リヤが将来 いつか来

るに違 いない ことを も，主 は明 らか に

されたのであ る。 ヨハネの務 めは大切

で はあったが，彼 はその短 い期 間に万

の物事を回復 しは しなか った。彼 の務

めはイエ ス ・キ リス トのみ業 の備 えを

なす ことで あり， その点で彼 はエ リヤ

であった。

エ リヤという名称 は固有名詞 以上 の

ものである。 それ は称号で もある。エ

リヤは，従 うべ き， 自分よ り も偉大な

方の道を備 え るために， その偉大な方

の前を進む人 であ る。 ヨハネはこの召

しを受 けて働 いたが， しか し万 の物事

の回復者で はない。万 の物事 の回復は；

キ リス トが そのみ業 につかれた時の絶

頂 に成就す る ものと して意図 されてい
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臨 に近づ くまで来ない ことを， 弟子 た

ちは知 ってい た。 また，エ ラィ ジャが

神権 を地上 に持 ち帰 り，地 と天 におい

て結 び固 める権能 を人々 に回復 するの

は， その時代 であることを 知 っ て い

た。 それ によって，人類 は主の大いな

る恐 るべ き日に邪悪な人を待 ち受けて

い る滅 びか ら逃れ る術 を持て るので あ

る。 この大いなる恐 るべ き日とはま さ

に，：地に住 む義人 の間 に権能を もって

王 国を打 ち建 て， すべ ての邪悪か ら地

を清め られ る，イエスの来臨 の時で あ

る。 それ は義 人の心に不安 を与 える恐

れ の日で はな く，罪深 い者 に とって の

恐 れ と恐怖の大いな る日であ る。救 い

主が その弟子た ちに教 え られたよ うに

我 々 はこのことを主御 自身 のみ言葉 か

ら知 った ので ある。

ニーファイ人の予言者 モ ロナィか ら

伝 え られ たマラキの言 葉に よって， さ

らにはっき りした解釈が与え られてい

る。．天使 モ ロナイは，１８２３年 ９月２１日

にジ ョセブ ・ス ミスに現われ，次 のよ

うにその言葉 を引用 した。

「見 よ
，主 の大 いな るおそ るべ き日

の来 る前 に，予言者エ ライ ジャの手に

よ りて， われ神権 を汝 に顕 さん。彼 は

先祖 にな され し約束 を子 ら の 心 に 植

え，子 らの心 にその先祖 を 思 わ し め

ん。 もし然 らずば，主 の来 る時，全地

は ことごと く荒 れ廃 れん。」 （教義 と聖

約 ２ ：１－ ３）

モロナイ は， この予言 が成就す るで

あろうとジ ョセ ブ ・ス ミスに告 げた。

そ して その１３年後，すなわち１８３６年 ４

月 ３日にそれは成就 した。 この日， カ

一 トラン ド神殿 でエ ライジ ャが ジ ョセ

ブ ・ス ミス とオ リヴ ァ ・カウ ドリに現

われ，神権を彼 らに授 けた。 それ は地

と天 において繋 ぐ，す なわち結 び固 め

る権能であ る。 この神権 の鍵 はエライ

ジャが保有 していた。主 は，全 き救 い

にあずか るためのすべての儀式 を今 も

永世 に も義人の上 に結 び固める権威 と

共 に，人 のみでな く元素 に も及 ぶ力 を

エ ライジャに与えた もうたのであ る。

エ ライジャはこの神権の鍵 を持 ってい

る最後 の予言者で あると，予言者 ジ ョ

セブ・ス ミスは語 った。 エ ライジ 卍は，

すべての福音 の儀式が義 にかな って執

り行 なわれ るよ うに，最後 の神権時代

に訪 れて この権能 を回復 しな ければな

らなか った。 この権能 な しには，儀 式

は義 にかな った もので はな い の で あ

る。

そのために， この権能 の回復 は，イ

エス ・キ リ入 トの来臨 の時 に全地が荒

れ廃れ ることがないようにす る力で あ

る。 この事実を我 々の心 に しっか り確

実 に留め ると，キ リス トが来 られ，結

び固めの力が この地上 にない ことは，

この上ない混乱 と不幸 を生 じることで

あると容易 に知 ることができ る。 たと

え儀式が主のみ名に よって執行 され て

も， それが主のみ旨に従 った ものであ

り，かつ権能 を授け られた僕 として認

め られ た人 によ り行なわれなければ，

主 はそれを認め られない。主がみ もと

か ら聖 なる使 いた ちを ジ ョセ ブ ・ス ミ

スや他 の人 々に送 られ，地か ら取 り去

られていた，全 き福音や全 き神権，神

権 の鍵 を回復 され たのは，その理由に

よるのである。この回復の日に来 る必

要があったのは，すべての福音の儀式

を正当なものとする結び固めの力を持

つエラィジャだけではなかった。アダ

ムの時代からペテロ，ヤコブ，ヨハネ

に至るまでの神権時代の鍵を有する古

代の予言者たちが来て，この時満ちた

る神権時代に彼 らの権能を回復するこ

とも必要であった。先の時代のイエス

・キ リヌ ト教会の聖徒たちに与えた指

示の中で，ペテロとパウロはこのこと

をはっきり述べている。 しかし，我々

は結び固めの鍵，すなわち末 日聖徒イ

エス ・キリス ト教会で行なわれている

すべての事柄に承認の印を押す鍵をも

つエライジャの読れについてのみ今考

えている。それによってすべての事柄

は天で も神の王座の前でも認められる

のである。

エライジヤが保有 していたこの権能

の回復を通 じて達成された最も大切な

事柄は，祖父になされた約束を子孫の

心に銘 じさせるこ』とである。その約束

とは，神の王国における救いが救いを

受けるにふさわ しいすべての先祖に与

えられ るように，先祖のための儀式が

主の宮居で執行されるというものであ

る。 これは先祖のためにその子孫によ

って行なわれる身代 りの儀式を通 じて

実施 されなければならない。エライジ

ャは，夫と妻がこの世のみでなく永遠

に結び固められるように，権能の回復

を もた らしたのである。なぜなら，結

婚は死が世に入り来 る以前に定められ

主の目的に従って永遠のものとなるよ

うに計画されているからである。
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少 し以前に，私はある著名な人物が現代の若者の傾向に

ついて話 しているのを聞いた。今 日の若者は両親の歩んで

きた道か ら逸れつつあるという事実に彼は論点をおき，現

代社会の変革によって子供がその進む方向を誤っているこ

とを憂慮 している親が多いことを語った。

彼はかなりの時間を使って，新 しい世代の人々とその両

親の問の，現代の家庭における 「世代の相違」について論

２４４

じた。その時彼は若人の側に立ち，世が実際に発展するた

めには， この世代の相違かなければならないと主張した。

両親は過去の世代に属 しており，我々は新 しい思考，新 し

い考え方，および古い考え方の変更を必要 としている。 も

し子供たちが両親と同 じ過程を進んだら，決 して進歩かな

い。それてあるから，我々は既成の方法に反する現世代の

行動によって，強いられてでも新 しいものを受け入れなけ
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れ ばな らないとい うのが，彼の言 い分であ った．彼 は この

ように問いかけた。 「試み られ，ためされな くて，古 い も

のが新 しい もの より良い と，だれが言 えるで しょうか 。」

彼 はさ らに話を続 け，両親 と若 人の問 の不和，不一致が

永遠 の もので あって はな らない と語 った。 それは，両親が

子供た ちの理 想 と努力を もっとよ く理解 し，子供 たちが両

親を一層 よ く理解 し，よ りよい関係 を築 く準備 と しての新

しい考 えと過程を与え る一時的な ものにす ぎない．両者 の

つ なが りは，賢明 な妥 協によって不…致 が解消 きれた時，

若人 と年長者の一致が図 られて強 くな るのであ る．

続 いて． この論題を支持 す るもの と して聖 句か 冴 詔 さ

れ た。旧約聖書の最後の書の節 が読 まれた。

「見 よ，主 の大 いな る恐 るべ き日が来 る前 に， わた し：よ

預言者 エライジャを あなたがたにつかわす。彼 は父 の心 を

その子供た ちに向け させ，子供 たちの心 をその父 に向 けさ

せ る。 これ はわた しが来て， の ろいを もって地 を撃つ こ．と

のないようにす るためであ る。」（欽定訳 マ ラキ ４ ：５一・６）

父 の心を子供 た ちに，子供 たちの心 を父 に向 けさせ るた

めにエ ラィ ジャが送 られ るとい う， マ ラキ書 のこの聖句ほ

ど， 旧約聖書 の研究家た ちに解釈上 の問題 を与 えた聖句 は

ほか にない。主の大いな る恐 るべ き日の前 に来 る ことにな

って いる預言者エ ライ ジャとは，だれであろ うか。彼 の人

生 における注 目すべ き出来 事について振 り返 ってみ よう。

エライ ジャに関す る最初 の記録 では，彼 はガ リラヤ地方

の ヨル ダンの東方，ギ レアデのテ シベの出で あると述べ ら

れて いる。彼 が関連 した出来事 は， キ リス ト誕生前の ９世

紀 に起 こった。 この偉 大な預言者 は，バ アル の崇拝をすす

めて いた人々 に対 し， イス ラエルの真 の神 と して エホバを

擁護 した指導 者た ちの １入 であ った。彼 の生涯 に多 くの奇

跡が起 こされた。

エ ライ ジャは， アハ ブ王 にか んばつが あるだ ろうと予言

を し，実際その地 にかんばつが起 こった。予言者 エライジ

ャはヨル ダンの東 にあ るケ リテ川のほ とりに住んだ。彼 は

その川か ら水を飲 み，主 は朝夕 か らす に彼 を養わせた もう

た。かんばつのためにその川 はかれ，彼 は別 の避 け所を求

めた。

す ると主 は，独 り息 子 と一緒 に暮 らしてい る貧 しいや も

めの もとに彼を導かれた。エ ライ ジャは町 の門で彼女 を見

つけ，水 とパ ンとを求 めた。そ こでや もめは言 った。 「あ

なたの神，主 は生 きて お られます。 わた しにはパ ンはあ り

ませ ん。 ただ，か めに一握 りの粉 と，びんに少 しの油 があ

るだけです。今わ た しはた きぎ ２， ３本 を拾 い， うちへ帰

って， わた しと子供 のため にそれを調理 し， それ を食べ て
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死の うと して いるのです 。」 （列王上 １７：１２）

エ ライジ ャは，恐れない ように，また粉 は尽 きず， びん

の油 は絶 えないだ ろうと彼女 に言 った。彼 らは長 いか んば

つの間 それ によって暮 らした。

この時，や もめの息子 が病気 にな り，死にそ うであ った。

エ ライ ジャは主 に呼び求 め， その男の子は再 び息 をふき返

し，命 を与 え られた。

やがて，主が エライジャに現われて， アハブ王 の もとに

行 ってかんばつが終 る ことを告げ るように彼 に言われた。

アハブは， バアル神 渉崇拝 された ツロの王の娘，イゼベル

と結婚 した。彼女 は宗教 を携 えて来て，ヘ ブル人にバアル

の教えを伝 え， ヘブル人 の宗教 とイス ラエルの神に対 して

攻 撃をかけた。

エライ ジャがかλ、ばつの終 りを アハ ブ王 に告げに行 った

時，アハブはイス ラエルが受 けて いる苦悩のために彼 を非

難ｉした。 そ こでエ ライジ ャは，主 の戒 めを捨 ててバ アルに

従 った ことを責 めた。 そ して彼 は， イゼベル に支持 された

バアルの予言者 たちに挑戦 し， カル メル山 に来て，主 が神

かバアルが神か決 めよケと言 らた。

アハブはその地 にイス ラエル人 を集 めた。そ して人 々が

見守 る中で，エ ラィ ジャはただひ とり，バ アルの ４５０人 の

予言者 に立 ち向かった。 そ こには， ２つの祭壇，すなわち

１つは主 のために， もう １つ はバ アルのために祭壇 が築 か

れ ，火 φついていないたきぎの上 に供 え物の小牛がおかれ

た。そ して，火 を もって答 え られ る神が神 と して認め られ

ることとな った。 ４５０人 の予言者がまず始めた。彼 らは朝

か ら昼 までバアルを呼び求 めたが，何の答 えもなか つた６

彼 らは狂 ったよ うに祭壇 のまわ りで踊 り，刀 とや りで身を

傷 つ軌 、血 を流 した。 しか しまだ答 えはなか った。

次 にエ ライジ ャの番 となった。彼は，彼が準備 した供 え

物 に水 を注 ぐよ うに求 め，次 のように言 った。「ｒアブ ラハ

ム，イサ ク， ヤ コブの神，主 よ，イス ラエルでは，あなた

が神 であ ること， わた しが あなたの しもべであ って，あな

たの言葉 に従 って このすべての事を行 った ことを，今 日知

らせ て くだ さい。主 よ，わた しに答 えて くだ きい， わた し

に答 えて ください。主 よ， この民にあなたが神である こと
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また あなたが彼 らの心 を翻 され たので あることを知 らせて

くだ さい』。 その とき主 の火が下 って 旙祭 と， た きぎと，

石 と， ちりとを焼 きつ く し，またみぞの水を な め つ く し

た。民は皆見℃，ひれ伏 して言 った， 「主が神で ある。主

が神で ある」。」（列王上１８：３６－３９）

雲 と風が起 こって空が黒 くな り，大雨 が降 って，かんば

つが終わ った。

イゼベル は怒 り，エ ラィ ジャをおど した。 そ こで彼 は南

のべ エル シバへ逃げて行 き， シナイの荒野 にはいった。そ

の荒野で の主 との出会いは，メ ンデルスゾー ンが美 しいオ

ラ トリオ 「エ リヤ」の音楽 に した， あの主題 となった もの

である。

山の上 で，彼 は強 い風を感 じた。 シォイの岩 は砕 け，地

震 と火があった。 その後 に，静 かな主の声が聞 こえた。

「エ ライジャよ
，あなたは ここで何を してい るのか。」 そこ

で彼 は答 えた。 「イスラエルの人 々はあなたの契約を捨て

……わた しの命を取ろ う，と しています６」（列王上 １９：９－

１０） エ ライジャを捕 えるために兵士 たちが送 られ たが，彼

は天か ら火を呼び，彼 らを焼 き尽 くした。

エホバ の偉大な擁護 者である土 ライジ ャとその友 エ リシ

・は，一緒に切 ３猶 ヨル塑 ζ向かった・エライジ・

は外套を取紙 》水を無 婆た。すると，水が左右に合かれた

、ので，ふたりはかわい旗土の上を渡 った。

繋 「彼ら縫 みな・塩 ６ていた時，火の車・火の厨があ

ら魏 て・
．ふたりを隔て樹 そ してエ・・飼 ・つむ 嘱

蘇 哲 肉騨 ・たｄ（列王下２：１１）
エ ラィジ ャに関す る話は旧約聖書の中にあ り，新約聖書

に も彼 につ いて の話が引用 されてい る。 しか し， さらに啓

示 が与 え られ なけれ ば，我 々は彼の使命 とマ ラキが述 べた

約束 の意味 につ いて理解で きなか ったで あろう。天使 モロ

ナイが予言者 ジ ョセブ ・ス ミスに告げた この神権 時代 の最

初 の啓示 では， マラキが用 いた とほ とん ど同 じ言葉が繰返

されてお り， エ ラ・ｆジャがやがて来 ることにな っていた こ

とが不 されて い る。

その ８年後 の カー トラン ド神殿献堂の数 日後に，ジ ョセ

フ ・ス ミス とオ リヴ ァ ・カウ ドリが神殿で一緒に祈 ってい



た。 す るとその時，驚 くべ き示現が開かれた。教義 と聖 約

１１０章に記録 されてい る中か ら数節 を読 もう。「われ らの心

よ り覆 い取去 られて覚 りの眼開かれた り。」

主が教壇の胸欄 に立 ちた まい，彼 らに話 しか け た も う

た。次 にモーセ，エ ライ ヤスが現 われた。 さらに次 のよう

に記録 されてい る。

「この示現 閉 じらるるや
， また別 の雄大 に して栄光 ある

示現突 如開かれた り。す なわち，死 を味わ うことな く天 に

上 げ られ し予言者 エ ラィジ ャわれ らの前 に立 ちて曰 く，見

よ， ここに於 て正 にその時 は全 く至れ るな り。 そは嘗てマ

ラキの口によ りて言 われ しことに して，すなわ ち主 の大 い

なるおそるべき日の来 らん前 に，彼 （エ ライジ ャ）遣 わ さ

るべ し。す なわ ちエ ライ ジャ来 りて先祖 の心 に子 らを思 わ

せ，子 らの心 に先祖 を思 わせん，然 らず ば，全地 は咀いを

もて打た るべ し， と言 われ しことを証す る時 な り。」（教 義

と聖約１１０：１３－１５）

過去 数世紀 の間に， 多 くの人 々が生 を受 け，福音の知識

を持 つ ことな く死 んだ。 この知識 を持たない人 々は どのよ

うに裁 かれ るのであろ うか。 ペテロは，キ リス トが十字架

にか け られ た後， この ように言 ってい る。 「霊 において は

生か され ・一 破 は獄 に捕 われてい る霊 どものと ころに下 っ

て行 き，宣べ伝 えることを された。」 （１エペテＰ ３ ：１８ア

１９） 「死人 にさえ福音 が宣 べ伝 え られ たのは，彼 らは肉 に

おいては人 間 と して さばきを受 けるが，霊 において は神に

従 って生 きるよ うになるためである。」 （１ペテロ ４ ：６）

このよ うに，福音 の知識 な しに死ぬ人 々は，それを聞いて

受 け入れ，バ プテスマを受 ける機会を持 つのである。

地上 に生を受 け，バ プテス マの機 会な しに死 んだ人 々が

永遠 に亘 ってその機会を失 うとい うことは，理 に適 ってい

るで あろうか。生 者が死者 のためにバプテスマを執行す る

ことに，何か不合理 があるだろ うか。 おそ らく死者の身代

りの業について最 も良 い模範 を示 された のは，主 御 自身 で

あ る。主 は，死 ぬすべ ての者が再び生 き，永遠の生活 を送

れ るよ うに，身代 りの瞭 いのため にご自身 の命 を与 え られ

た。主 は，我 々ゐ泊 分 自身でで きない ことをレて下 さつた 、

なかった人 々のために儀式を執行 で きるのであ る。

死者 のために執行 され るバ プテスマのみでな く， エンダ

ウメ ン トも，結び固 め もで きる。 結び固めによ って，妻 は

夫 の永遠の伴侶 とな り，子供 たちは家族 として彼 らに結び

固 め られ る。家族単位 の結 び固めは，神 の家族が完全にな

るまで続 く。 これが時満 ちたる神権時代の大いな る業で あ

り， これによって，先祖 の心 は子 らに，子 らの心は先祖 に

向け ら郵るのである。神 の家族の結合 と贈いは，地 の基 が

置 かれ る前か らの，神の ご計画で あった。

か らす に養われ，尽 きない一握 りの粉 とびんの油 によっ

て生活 した，その同 じ予言者 が， マ ラキの予言通 りにこの

時代 に現われた ことを，私 は証 する。 や もめの息子 を生 き

か え らせ，供 え物 を火 によって焼 き尽 くし，火 の車で天 に

取 りあげ られたの も， この人 である。 エライジャは， この

時代 と過去 の時代 の人 々の心 を相互 に向 けあわせてい る。

この神権 時代 に神殿が建て られ，エ ラィ ジャが訪 れるま

では，過去 の家族を探 して明 らかに しようとい う関心 はほ

とんど持 たれて いなか った。 しか し，神殿 が建 て られ た後

世界 の系図 に対す る関心 は加速 度的に高 まってきた。４５力

国を代表す る数百名の人々が，世界記録会議 のためにソル

トレーク市 に集 ま った ことは， この関心が高 まって いる証

拠であ る。

現代 の若人 の傾 向について語 った人物 の言葉 に戻 ろう。

末 日におけるエ ラィジャの使命 は，両親 と子供 た ちの不一

致 をな くし，家庭 の平和を取 り戻 し， 「世代 の相違」 を解

消す る ことで あるとい うのが マラキの言葉 の意味 であろ う

か。 もちろん，否 であ る。現代 の啓示 は我 々に真 の意味を

伝 えて いる。その問いに対 する答 え として， ジ ョ・セブ ・ス

ミスの言葉 を ここで読 もう。

「……我 々が死者 を贈 い
，天 にいる先祖 と我々 自身 を結

び合わせ，第一 の復活 によみが えるよう結び固め るのは，

こρエ ライジ ャのみた まによるので ある……」 （教会歴史 卜

第 ６巻 Ｐ．２５２）

手 ライジャのみた まが我 々の心 に大 きな影響 を与 え，我

．・∫々を神殿 に向かわせた もうよ うに，へ りくだ って イエ ス ・

のである。同 じように我々は， この世 の生涯 で機会を 持た 一．一 一…魂 リス トのみ名に よって祈 る
。 アーメン。
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教義 と聖約第６８章 には， よ く耳

１ にす る言葉 が記 され ている。 「ま

た， シオ ンまたは組織せ られ たる

シオ ンのステーキ部 内にて子供を

有す る両親 あ らば， その子供八才

・ の時，悔改 め，生 ける神 の子 キ リ

ス トの信仰，バ プテスマ と按手 に

謬 よ る聖 霊の賜 な どの教義 を教 えて

驚畿隙 総 鞠 搬
『魏

義 たはその組織 せ られ た るステーキ

壷 、部 内に住め る者 の律法 はか くの如

藩 し。 またその子供 たちは八才 の時

齢． 彼 らの罪の赦 しを得 さす るバ プテ

、監 ス マと按手 とを受 くべ し。 また両

１ 、 親 はその子供 た ちに祈 ることと，

織 主の前 に正 しく歩 む ことを教 えざ
繊 ・ るべか らず

。」 （教義 と聖約 ６８：２５

、 一２８）
孜 我 々が この神聖な責任をつ とあ

る助 けと して，主は家庭 の夕べを

啓示 され た。 しか し良い家庭の夕

べ の根本 には，両親 とその他の家

族員 との良い関係がな くてはな ら

ない。

た とえば，父親 と子供 たちの特

別な関係，すなわ ち，初めに本能

と して与え られ， のちには愛 と親

切 と思 いや りに よって育 まれ，伸

ば され る，愛 と深い感情 とか ら生

じる関係 は，全世界 どこを捜 して

も これ以上 にす ば らしいもの のな

い関係で あると，私は 信 じ て い

る。

私 は ここで，父親 と子供た ちと

の関係 につ いて お話 したい。私は

決 して母親 の大切な役割 を軽視 す

るわ けで はないが，私 はその観点

か ら話 をす る資格 にあて はま らな

い と感 じるので ある。そればか り

で な く，私 は， いわゆ る教会 の母

親 たちは，家族 を地上 の天国 とな
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す に大切 な両親 と子供 たち との絆

をかた くす るため，父親 たちの助

力 をさ らに必要 と してい ると深 く

感 じているもので ある。

全人類 の順 いと救いの計 画が，

父 な る神 と御子 イエス ・キ リス ト

す なわち父 と息子 の間で実行 され

た という事実 に，私は深い印象 を

受 けた。

また， ジ ョセブ ・ス ミスの話 の

大切 な箇所 は，天使モ ロナ イが少

年 ジ ョセブに，・行 って父親 に事の

次第 をすべて話 せ と命 じた ことで

ある と私 は信 じて いる。

イエス ・キ リス トの福音 の回復

の際 に も，主 は注意深 くも少年 ジ

ョセ ブと父親 との関係を認 めた ま

い， その関係が何 によって も損 わ

れ ないようにされたのであ る。 た

しかに，父 と子の交わ りは特別大

切 なもので ある。子供 の行 く末 は

いつ も予知す ることはで きない。

また，最良の環境 の もとで さえ，

家族 のだれかを迷いへ誘 う出来事

が起 きることも しば しばであ る。

その ような ことは理解 で きない時

が あるが，それに もかかわ らず，

父親 の変わ らぬ愛，若 い人 々が理

想や標準の相克の間で 自分 を見 つ

め ようと努め る時に経験 す る挫折

感を静め る愛 のゆえに，人生 を良

い方へ と変え られた例 は １つ に と

どま らない。

あ る評 論家 が現 代の若者 の典型

を次の ように描写 した。 「彼 は強

く，美 しく，勇敢， ……悪ずれ し

ない ボー イ ・ス カウ トでな くては

な らない と言 われる。 また， ビー

ル， タバ コ， クレジッ ト，パ ワィ

旅行 の宣伝広告 に埋 ま らている。
は

少女は，超特大のハ リウッ ドめ女

王のようにな らな くては退屈な人

間になると言われ る。 自分は理想

とかけ離れていると考える時，そ

のかわいそうな子供が悩むのは疑

いない。若い人の心を楽にしてや

ることは至難の業である。気にし

なければいいと言 っても，事実気

になるのだか ら何の効果 もない。

しばらくの間だけだか らと言 って

も，何の甲斐もない。 しか し， も

し若者が，自分と自分の前に示 さ

れている誤った理想との相違を間

違 って受けとらずに，人並の人間

としての価値を持ち，落胆せずに

すむなら，それが彼 らの助けとな

るであろう。」

若者が教会で教え られることと

世間から期待されていることの間

で，理想や標準の相克に悩む時，

非常な挫折感を感じる。そのよう

な時に，父親 こそが，それ らの事

柄の正 しい見方を示 し，息子や娘

が，何が人生にとって大切で，何

か大切でないかを理解する手助け

をし，彼 らを元気づけ，愛 し，自

分は大切なのだと感じさせ，彼 ら

が自分を取 り戻 して標準に近づ く

ための助けをなすのである。

ある人が，中年，老年の人は，

若者がいかに影響されやすいか，

どのようなことに影響されるのか

を忘れていると語っていた。若者

は，若さという重大な時期につい

て何の経験 も経ていない。我 々は

みなそのことを認識する必要があ

るのである。教会の父親が，子供

に対 して父親になろ うとする時，

時々ある問題が起 きる。教義 と聖

約第７５章で主は言われた， 「また

われ誠に汝 らに告 ぐ，およそ己れ

の家族を扶養せざるべからざる男

子にはことごとく彼を して扶養せ

しむべ し、然もこの者は決 して冠

を失うことな し。而 してかかる者

は教会の 中にて 働かしむべ し。」

（教義と聖約 ７５：２８）

ここには ２つの基本的な責任が

言われている。家族を扶養するこ

とと教会で働 くことである。家族

に対する父親 としてのつとめと，

教会における多 くの責任 とが両立

しにくい ということで，問題が起

きることがある。

それに対する答えとして，集会

管理の責任や計画の責任を持つす

べての教会指導者は，前もって開

会，閉会の時刻を決め，よく計画

し，よく構成された集会は，時間

を最大限有効に用いるばか りか，

出席する兄弟たちが妻や子供たち

の支持を受けるため大いに力にな

るということを認識 しなければな

らない。

よく計画された集会とは，家族

が，夫や父の帰宅時間を知ってい

るということを意味する。よく計

画 された集会は時聞を最大限有効

に使 うので，父親の帰宅時間を不

必要に延ばす余分な集会が削 られ

る。よく計画され，運営される集

会は，出席する父親と同時にその

家族にとっても祝福である。

一方，先ほど読んだ教義と聖約

の言葉が示すように，主は我々に

家族を扶養すると共に，教会の責

任を果たす ことをも期待 しておら

れ る。

教会の責任の重いことが，父親

が家庭をおろそかにする理由であ

るとは必ず しも言えない。私の父

は２０年間ステーキ部長 を つ とめ

た。彼は私が ６才の時に召され２６

才の時に解任された。私は子供時

代に父がステーキ部長でなかった

時のことを，ほとんど覚えていな

２４９



註

い。彼 は非常 に大 きなステーキ部

をあずか っていて，多 くの時間 を

そのために費 や していた。

それに加 えて，父 は新 聞社 の編

集 長であ り，締切 や簡単 には引 き

延ばせな．い仕事 があ って多 くの時

間をそれに と られ ていた。父 に と

って １日が１７時間， あるいは１８時

間， １９時間であ っ．た時 は珍 しい こ

とではなか った と記憶 して いる。

そのよ うな ことで，我 々子供た ち

と父 との関係 に問題 が起 こって も

不思 議ではなか ったのだが，問題

とい うものは まった く起．きなか っ

た。

父 には我 々と共 に過 ごす時間 が

事実上 なか った にもかかわ らず ，

何 が父 と我 々 との間柄を密接につ

ないだかを振 り返 ってみ ると，そ

れ は我 々の ことを 自分の生活に組

み入れ るという父 の能力 に負 うと

思 うので ある。忙 しい時で さえ，

父は我 々の していることを知 り，

深 い関心 を寄せ，気 をつ けて くれ

た。父 の した質問 や言葉 か ら，我

々を誇 りに思い，我 々を心 にか け

いつ もい っしょにい られ な くとも

我 々の ことをよ く知 って いると感

じることがで きた。

また私 は，父母 が どんなに疲れ

ていて も，我 々よ り先 に眠 った こ

とがなか った ことを覚 えている。

家に残 ってい るのが私 １人 になっ

た時 も，父母はベ ッ ドに入 ってい

た時で さえ私が帰 るまで習慣通 り

に家族 の祈 りを しないで待 ってい

た。 そのような時は，いつ も私 を

祈 りに呼ぶ ので あった。それが ど

んなに重大 な ことで あったか，私

は，両親 のベ ッ ドのわ きで祈 る夜

も終 りになる と知 った時に，子供

っぼ く振舞 った ことを思 い出す。

２５０

また我 々は，そのような水入 ら

ずの静かな晩に，遅 くまで大切な

話合いを したものである。父は，

私が話 したい時にはどんなに時刻

が遅 ぐとも必ず喜んで話をして く

れた。父は多 くの時間を私 と共に

過ごしたわけではないが，私の知

っているうちで最 も立派な人であ

ると言わざるを得ない。

そのことを思い出す時に，我々

が費やす時間の長短が問題なので

はな く，さらに大切なのは，子供

たちを自分の生活に組み入れる能

力であると私は思 う。 もし我々が

心がらの関心を子供たちに示すこ

とができ，忙 しい時にも子供たち

の様子を知 っているということを

わかってもらえるな らば，時間が

あっても関心を伝えることのでき

ない両親よりはるかによいことで

あろう。

最後に私は，短時間でも，それ

は父が子供たちに影響を及ぼす貴

重な時間であることを述べたい。

合衆国やカナダでは，子供が９才

の時には １日のほぼ半分を家で過

ごす。子供が１８才になれば，学校

へ行 くため家を離れたり， 自分の

生活というのを始める。１９才の時

には伝道に出る。

他の国々では，さらに時間が短

いかもしれない。

先 日，私はある監督と会 った際

に，彼の８才になる娘が真夜中に

彼を起 こして質問を したというこ

とを聞いた。翌朝彼は少女に，自

分は大変忙 しくて仕事もた くさん

あるから，夜はよく眠 らな くては

ならないと説明 し，真夜中に起こ

さないでくれ ると助かると言った

そうである。

少女は神妙に聞いていたが，最

後 に少 し憤慨 した様子 で， 「はい

お父 さん，で も，お父 さん，わ か

ってないのね。 お父 さんは監督で

す よ。そ して私 は問題 があるの」

と言 った とい う。

この意味で，権威 を授 け られた

監督が ワー ド部の父であ るの と同

じく，我 々が皆 自分の家庭 の監督

で あるように。

そ して， ワー ド部の監督 やホー

ム ・テ ィーチャーが，特 に父親 の

いない家庭 に心 を配 るように と望

む もので ある。

我 々が，遅す ぎない うちに，今

時 間を とって， 自分 の子供た ちに

つ いて我 々の しな くて はな らぬ こ

と， したい ことをなす ように。 日

々はまたた く間 に月 とな り，年 と

な ってい くか らであ る。

歌 の歌 詞に このような ものが あ

る。

「この娘 が胸に抱 いたあの少女 ？

この子が遊んでいたあの坊 や ？

いつ のまに こんなに大 き くな った

のだ ろう。

いつ大 き くな ったのだろ う。

いつ きれい な娘 に，

いつ背 の高 い青年に，

小 さか ったのはつい きの うの こと

で はないの。

陽が昇 り，陽が沈み，

年 はす みやかにた ってい く。

季節 が季節 に続 く。

しあわせ や涙 と共 に。」

我 々と子供た ち との関係 にもう

一度心 を向け，強 い絆をつ くるよ

う努 力 し，我 々が子供た ちに義 と

真理 と喜 び と平安 の原則 を伝え る

べ く働 く時 に，愛す る教会の母親

を さらに助 け，導 くよう， イエ ス

・キ リス トのみ名 によ り願 うもの

であ る。 アー メン。





このような人々 は 「主の義を打建 て

んために主を求めず して， あらゆ る者

おのが心 のままにふ る舞いおのれ らの

神 の姿を求むれ ども，その姿は人 の世

の像 ……」を求 めてい るので ある。

（教義 と聖約 １ ：１６）

「かれ らはまたイス ラエルの聖者 で

ある 神の能 力を しりぞけ，民 に向って

言 う 『われ らに耳を傾 け，われ らの教

えることに聞 き従 え，今 日神 は無 い。

主 なる賠 い主 はすでにその御業を成就

して その権能 を人に譲 り伝 え た も う

ナこ』」 （皿ニーファ・イ２８：５）

予言者 ニー ファイは，は るか昔 に今

日を予見 して このよ うに語 った。 しか

し， ジェームズ ・Ｅ・タルメージ博士 は

次 のように確 信を与えて くれてい る。

醗

「しか しすべて このよ うな悪業 に於

て （心に留めよ うではないか） サタン

はその犠 牲者 の犯 罪によ ってサタ ンの

為 し得 る以上 に， または神 の智恵が彼

にお許 しにな る以上 に出 ることはで き

ない。そ していつで も彼 よ り勝れた神

の力に よって阻止 され るので あ る。」

（信仰箇 条の研究 Ｐ．８Ｑ， １９項参照）

ある人は尋 ね るか もしれない。 「で

はなぜ神 はその全能 の力 を もって， あ

らゆ る悪の所 業に終止 符を打 たれ ない

のだろ うか」 と。 その理 由は もちろん

神が述べてお られ るよ うに， 「すべて

の物 事には必 ずその反対 の ものが なけ

ればな らぬ」 か らである。 （皿ニープ

アイ ２ ：１！）

その ような反対 の物 に対す る分別が
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あると，悪に対 して善を評価できるの

である。すべての人には自己の生涯の

進路を定める権利があり，主はその権

利を否定なされない。

主の目的は，すべての人が神の最大

の賜物である永遠の生命に対 し備えを

す るよう，機会を もた らす こ と に あ

る。人の進歩は，特に反対や逆境に遭

遇する時，確固として動ぜずに，喜ん

で踏みとどまるかどうかにかかるとこ

ろが大きい。 しか し神は，打ち勝てな

い，あるいは耐えられないほどの苦 し

みをだれにもお与えにはならない。あ

る人は病と戦い，ある人は肉欲 と，あ

る人は耽溺 と，ある人はねたみやわが

ままと，ある人は悲 しみ と戦 ってい

る。

覆
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、 ・ ｉ
ドゐ 　

毒：一 ㍉ダ デ 鉾 ・、・ Ｐ》 、虞
１．㍊、、 蹉 謬 １ や

２５零



私の好きななつかしい歌を，覚えて

いるままに書 きとめたので 引 用 した

い。次の一節は希望を与えてくれるも

のである。

「深 く行けと召す時は

水は汝を溺 らさじ

われ汝 と共にあり

汝を助け悩みはらし

祝福の恵み与えん」

（讃美歌９６番 「主のみ言葉は」）

我々はだれで も善を受け入れるか．

または拒む権利を神か ら与えられてい

る。

パウロは言っている。 「…神は…あ

な允 がたを耐えられないような試練 に

会わせることはないばか りか，試練 と

同時に，それに耐えられるように，の

がれ る道 も備えて下さるので あ る。」

（１コリント１０：１３）

今の時代は人がふるいにかけられる

時であり，近代の歴史で，これほどま

でにサタンとその手下が神に敵対 して

いる時はない。 しか し，けさ予言者で

ある大管長が言われたように，我々は

悪魔の火 矢 （１ニーファイ １５：２４参

照）を恐れる必要はない。なぜなら，

我々は皆，それぞれ今 まで以上に罪に

巻き込まれないようのがれる力を持 っ

ているか らである。

我々教会員は，今や各自，常に主の

かたわ らにあって，モルモン経で言わ

れているように，人間の虚栄 と意志の

弱さと愚かさを避け （皿ニーファイ９

：２８参照），主が召された僕らの 勧 告

を受け入れ支持 し，それに従って確固

とした歩みをする時である。生活を清

め家庭を神聖な場所にしなければな ら

ない。

忠実，従順，正直であり，法を敬 う

よう （また身を護 ってくれる法に感謝 ．

するよう）， すべての人を尊び， 主 と

その教会を愛するよう子供たちに教え

ねばな らない。勇気をもつて生活 し行

動 し，神から与えられた真理 と原則を

とりあげてそれを支持 しなければなら

ない。なぜなら，入間のきまぐれで，

誘惑に満ちた不信心な哲学に従うこと

は，最 も貴重で望ましいもの，平安，

自由，そして救いを失う危険があるか

らである。

「そういうわけだか ら，神に従いな

さい。そして，悪魔に立ちむかいなさ

い。そうすれば，彼はあなたがたから

逃げ去 るであろう。」

「神に近づきなさい。そうすれば，

神はあなたがたに近づいて下さるであ

ろう。……」（ヤコブ４：７－ ８）

今でも安全なことは 「わた しに従 っ

てきなさい」というイエスのみ言葉を

実行することである。

現在は実にすば らしい時代である。

第一に，回復された福音の中に真理の

光があり， もしその光を用いるなら，

その人々の生活に快い平安と清澄 さが

もたらされるか らである。主は我々を

ためすために，この世をるつぼのよう

にお造 りになり，この世で喜びの生涯

を，次の世ではえある生活を祝福 され

るよう良きものを悪 しきものからふ る

いわけする場所 としてお作 りになられ

た。

「おおよそ主にたより，主を頼みと

する人はさいわいである。」（エレミヤ

１７：７）

主は，我々の生涯を成功させるに必

要な成分をお与えくださった。すなわ

ち，主の福音はそれに従って生 きるす

べての人に幸福 と成功をもた らす完全

な計画であり，霊感に満ちた指導者と

共 に教会をお与えになり，我々を導き

戒めるため聖霊による促 しを備えて く

ださったのである。

以上のものを，我々はいまだかつて

人類の歴史でみられなかった程に受け

ている。 しかし我々は必ず しも秀でた

時代に住んでいるわけではない。我々

は当然そうあるべき姿まで前進 しよう

ではないか。言わば 「良き船に」身を

まかせようではないか。その良き船す

なわち教会は決 して破れることはない

のである。’

「神の業，計画，目的が破れ，また

水泡に帰するは共に有り得べからず。

神は曲れる道を歩まず，また右手に

も左手にも曲らず，また宣べし事 と違

うところな し。故に，神の道は直 くし

てそのふむ道は永遠にかわらぬ一す じ

な り。

破るるものは神の業にあらず して人

間の業なるを決 して忘るべか らず。」

（教義と聖約 ３：１－ ３）

ベンジャミン王の次のような約束の

言葉で私の話を終わりたいと思う。

「さらに私はお前たちが神の命令を

守る人々の受ける幸福な楽 しい境涯を

よ く考えるように望む。ごらん，その

人たちはこの世に関原のあることでも

霊に関係のあることで もすべてに祝福

を受けて， もし最後まで耐え忍んで忠

実であるならば天に迎えられ，とこし

えに幸福な有様で神と共に住めるので

ある。主なる神がこのように言いたも

うたから，以上のことが真実であるの

を忘れずに記憶せよ。」（モーサヤ２堵

４１）

・ｆエス ・キリス トのみ名により，ア

ーメン。

２５３
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犠牲 は祝福 をもた らす

年秋，主はその予言者を通 して

昨
教会 は月曜 日の夜 に家 庭の夕べ

を開 くことを宣言 された。 それ と同時

に，月 曜の夕，プ ロ ・フ ッ トボール の

試 合が あることも発 表 された ことは興

味深い。 フ ッ トボール試 合の休憩 時間

に， はた して どれだけの家族 が家庭 の

夕べを開かれ るか と思 うこ と で あ ろ

う。む ろん それ は不可能 であ る。予言

者の要望 には，非常 に大 きな菊 る犠牲

が求 め られてい るので ある。．

教義 と聖約の第 ４章で，主 はみ業 に

働 く資格を示 してお られ る。それは，

「神 の栄光 をまこころもて仰 ぎみて
，

信仰，希望，慈悲，仁愛 の 徳 を 有 つ

者」 と主 は言われ る。信仰，希望 ，慈

悲，仁愛 について，我々 は何が しかの

ことを知 っている。 それ らは非常 に重

要 である。 しか し，神 の栄光を まここ

ろも．て仰ぎみ ることは， それ らの資格

の中で も最 も大切 ではなか ろうか。

「神の栄光 をまこ ころ もて仰 ぎみ る」

とは，一般 に犠牲 を意味 している。 そ

れは， 自分 の欲 する ことを際限 な く行

なわずに主 が我 々に求 めてお られ る こ

とを しな くてはな らない という意味で

はな く，我 々はそれを，主 がせ よと欲

してお られ る時に，主 の方法 を もって

行なわねばな らない とい う 意 味 で あ

る。 もちろん， これは人 間の性癖 とは

梱いれない。

我 々は今 日の世にあ って 「自分 の望

む まま に」 とい う言葉 をよ ぐ耳 にす る

が， はた して これは 目新 しい言葉 であ

２５４
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ろうか。それは時の初 めか ら言 われて

きた言葉ではないか と思 う。 おそ らく

それ は言い方が少々変わ っただけの こ

とで あろう。ル シフェルが主 のみ ここ

ろに逆 らって 自分の望 むままを行 なっ

た ことは確 かであ る。 カイ ンは天父 の

勧告 に真 っ向 うか ら反対 して， 自分 の

思いを遂げた。彼 らは主 が望 まれ る こ

とにはおかまいな く， 自分の したい こ

とだ けを考えたのであ る。当然 の こと

と して， その行ないは幸福 を尺度 とし

て，決 して益ではなか った。幸福 は人 ・

間存在 の全 目的で ある。予言者 リーハ

・イの， 「人類が現世に在 るのは幸福 を

得ん ためで あるゴ との言 葉にすべてが

含 まれて いる。（皿ニーファイ ２ ：２５）

一方
， アブ ラハ ムは神か ら，ひ とり

児 のイサ クを主 に播祭 と して捧げよ と

言われ た。 アブラハ ムにとって，主か

らの戒 めのうち， これ ほどに従 うのが

むず か しい戒 めはなか った ことであ ろ

う。 しか し，彼 はす っ くと 立 ち あ が

り，息子 とたきぎを持 ち，示 された場

所 へ向か った。彼 はそのまま決意を実

行 しようとしたが，主 の天使が その手

を さえ ぎったのであった。 はた して そ

の行 動の報 いは何 であった で あ ろ う

か。 アブ ラハ ムへ の主 の言葉を聞 きた

まえ。 「……あなたが この事を し， あ

なたの子 ，あなたのひ とり子 を も惜 し

まなか ったので， わた しは大 いにあな

たを祝福 し，大 いにあなたの子孫をふ

や して，天 の星 のよ うに，浜べ の砂 の

ようにす る。 あなたの子孫 は敵 の門 を

打 ち取 り，また地 の もろ もろの国民 は

あなたの子孫 によ って祝福 を得 るで あ

ろう。あなたがわた しの言葉 に従 った

か らであ る。」（創世２２：１６－１８）

我 々の主，救 い主 イエスは，御父の

戒めに忠 実に従 うことにおいて，最大

の模範者 であ る。 園での大 いなる苦悩

は，人の決 して知 り得 ない，人 とは隔

絶 した ものであったに違 いない。ゲ ツ

セマネの主は祈 られた。 「わが父 よ，

もしで きることで した らど うか， この

杯をわた しか ら過 ぎ去 らせ て くだ さ

い。 しか し，わた しの思いのままにで

はな く，み こころのままになさって く

だ さい。」 （マタイ２６：３９）主 は， それ

が この世へ来 られたお もな目的 である

ごとを知 りつつ も， 目前 に迫 った こと

を身 に受 けたい と願 わなか った。 しか

し，主 は御父 に言 われた ことをな した

ので ある。そ してそれがゆえに，主 は

「天 にお いて も地 において も
， いっ さ

いの権威を授 けられた 。」 （マタイ２８：

１８） また パウロの記 したよ うに，主 は

「信仰 の導 き手で あり
，またその完成

者」で ある。（ヘブル １２：２） 主 を受

け入れ る多 くの人 は，その息子，娘 と

なるので ある。

で は， それ はどの ように してであろ

うか。 それ は，ただ犠牲 に よってのみ

可能 である。真実の犠 牲は 「天 の祝福

を もた らす」 ので あるｂ

しか し， それが どの ように して， ま

たど うして起 こるか は理解 しがたい こ

とのよ うであ り，本 当に理 解でき る人
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は， おそ らくご くわずかて あろう。お

そ らくそれは，主 のみ業が完成す るよ

うに，求 め られて いる犠牲 を進んで払

う人か少ないためであ る。

予言者 ジ ョセフは，信証講義第 ６章

で， この ことにつ き，最大 とも言 うへ

き重大 な言葉 を述へてい る。 「だれ も

が得 られ る知識 す なわ ち， 自分の求

めている生 き方が神 のみ こころに従 っ

た ものてある とい う知識 は， それ な く

して １人 も永遠 の生命 を得 られ ない神

への信頼 を，人 に得 さしむ るに絶対必

要て ある。… そ して人 が 自分の求 め

ている生 き方 は神のみ こころに沿 って

いるという知識を現 に持 っていないな

らは，彼 らは意気消沈 し力 を失 うで あ

ろ う。 ・人 間か永遠 の生命 を享受す

へ く神の定めた もうた ところは， この

犠牲，ただ この犠牲 のみによるので あ

る。人か今，神の 目にかな うよい こと

を して いるとの知識を実際に持 つのは

すへて この世の事物を犠牲 にす ること

を通 してで ある。 ・…・

最初 の殉教者 アベ ルか， 自分 は神に

受 け入 れ られている との知識 を得 たの

は，犠 牲の捧げ物 に よってであった。

そ して義人 アベルの時か ら今 日に至 る

まで， 自分 は神の 目にかな ってい ると

知 るのは，犠牲 の捧げ物 によっててあ

った。

同様 に して主 に同 じ犠 牲を捧げ，そ

の捧げ物によ って， 自分 は主 に受 け入

れ られてい ると知 るのでなけれは， 自

分勝手 にすへてを犠牲 に してきた人 々

２５５
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と共に自分 も受継ぎを得 られるとの盲

想を抱いても，無益なことである。

蕪．犠牲を捧げる人々は，自分の道が神

の目にかなうとの証を得るであろう。

しか し，この犠牲を神に捧げない人

々は，自分の求める道が神の目にかな

うという知識を得ない。なぜな ら，そ

の信条，意見がどのようであろうとも

それは心中不確かで疑わ しいものであ

り，疑惑や不安のある所には信仰が存

在 し得ないか らである。疑惑 と信仰は

同時に同一人の中に存在しない。それ

ゆえ，心を疑惑や恐れに占められてい

る人々は，ゆるぎない信頼を持つこと

ができない。そ してゆるがぬ信頼がな

い所では信仰は弱 く，信仰 が 弱 けれ

ば，人は，キ リス ト・イエスと共にゆ

ずりを受け継ぎ，神の後継者 となるた

めに立ち向かわねばならないあらゆる

障害物，辛苦，苦難 と戦 うことができ

ない。彼 らは心弱 り，，敵は彼 らを支配

する力を得，彼 らを滅ぼすであろう」

（信証講義，１８９１年版， ６ ：２， ４，

７， ８， ９，１０，１２）

これか らわかるように，いかに心に

添わないものであろうとも，犠牲は絶

対に必要である。なぜなら，それこそ

主の子 らが永遠の生命を享受すべ く主

の御前に無事帰るに必要な信仰と確信

を得 るために，主の備えたもうた唯一

の手段だからである。

さて，現代の犠牲とはどのようなも

のであろうか。我々が犠牲という言葉

を聞 く時，大抵我々は旙祭や，我々の

２５６

ために命を捨て られた救い主のように

他人のために命を捧げる人のことを思

い浮かべる。それは確かである。 しか

し，主が現代の子 らを祝福するだめに

定められた近代の犠牲 も確かに存在す

るのである。その幾つかは以下のもの

であろう。

什分の一 ：物価が急上昇 し，・ｆンフ

レが激 しい現代である。

知恵の言葉 １あらゆる種類の刺激物

の摂取が全世界を通じて日常茶飯事に

なっている現代である。

純潔に道徳的に清 く生活する ：売店

や映画など，あらゆるところで この原

則が踏みにじられている時代である。

伝道に出る ：伝道に出ることで，青

年男女の学業が中断 され，時には兵役

に早期召集される。

私 は，伝道に出ることに関 して先日

１９才の青年と面接をした。私が，これ

は主炉あなたに望まれることですと言

った時，彼は 「でも， レクター長老，

もし伝道に出たら，学校をやめなくて

はならないのですね」 と言った。私は

このように答えた， 「そうでナ。その

通りです。 しかし，今あなたのステー

キ部で働いている１２人の青年たちはそ

のように して，友人を何人 も教会に導

いています。」

家庭の夕べを開 く：数多い娯楽のう

ちでもプロフットボール試合のある特

別な月曜 日め夜に家庭の夕べを開 くこ

とは， １つの犠牲と言えよう。 、

兄弟姉妹たち，確かに，犠牲はこれ

まで同様現代で も，神 の国にな くて は

な らない ものであ る。犠牲 は， その上

天の祝福を もた らす。犠牲 な しでは何

の祝福 もないのであ る。 しか し， ただ

祝福を得 るために仕 える ことは正 しく

ない。奉仕は，我 々が主 を愛 し，主 の

子 らを愛す るゆえにな され るべ きで あ

る。

我々が神の栄光 を仰 ぎみて， 自分 の

欲す ることを際限な く行 な う代 りに，

主が我々 に望 んでお られる ことをなす

よう，そ して，主 を愛 するがゆ えにそ

れをなす よう祈 りたてまつ る。

私 は，神 が生 きてお られ ることの証

人で ある。私 は神 が生 きて お られ，祈

りを聞 き，答 えた もう ことを知 って い

る。主 は私 の祈 りを聞 き，祈 りに答 え

た もうたか らであ る。私 は あ な た 方

に，イエスがキ リス トであ り，生 きて

お られ ると証 する。私 はイエスが生 き

てお られ ること， その教会 を我 々の時

代にすば らしい人物，偉大 な予言者 ジ

ョセ ブ ・ス ミスを通 して地上 に再建 さ

れた こと， そ して今 日地上 には，今 朝

声を聞いた神 の予言者 ジ ョセブ ・フ ィ

ールデ㍗ ング ・ス ミス大管長が いるこ

と， また， この教会 は神 の教会，神 の

王 国であ ること， この教会 にあって は

我 々の主，救 い主， その教会が現に存

在 す るイエス ・キ リス トの指揮の もと

啓示 によ って決定が なされ ることを知

ってい る。私 は この証 をあ りの ままに

イエス ・キ リス トのみ名 により申 しあ

げ る。 アーメ ン。
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ウ ェ ン デ ル ・ Ｊ ・ア シ ュ ト ン

先週，私 と妻 のベルバ は， もう一一組

の夫婦 を誘 い，車で４５ゴイル離れた町

で開かれ る夕食会 に出か けることにな

っていた。

出か けるす ぐ前 になって，彼 らは遅

れ るとの電話 をよこ した。 「噺 聞の機

械 が故障 して，息子た ちが配 るはずの

新聞が おそ く来 るというのです。新 聞

が来 るのを待 って私 たちの 車 に 積 ん

で，息子た ちが配 れるよ うに しな くて

はならないのですよ。新 聞が集配所 に

到着 しだい， す ぐ電話 します 。」

は じめ，彼 の声 はい くらかあわて た

様 子であ った。 しか し私た ちが彼 らの

家へ着 き， ３人 の息子 たちが忙 しそう

に配 る新 聞の用意 を してい る姿を見た

時 （最年 少の子 は ８才 である）私た ち

の気持 は賞賛 に変 わっていた。

この両親 は，第一の もの，す なわ ち

息子 と息子 たちの仕事を第…に したの

である。

その父親 は技術 に も法律 にも学位 を

持つ立派 な実業界 の指導者 で，以前 に

はステーキ部長をつ とめていた，，母親

は ステーキ部扶助協会会長であ る。私

にとって， その ようなことよ りさらに

印象的 なのは， ９人の子供 たちに幼 い

時か ら労働の喜びを教 えた とい うこと

である．，

年少の時か ら仕 事を愛す る ことを学

んで，彼 らの生 活 はより幸福 によ り健

康的 にな るに違 いない，

いつか，私 は マイア ミ新 聞で，年令

１６５才 と言われてい る 今 は隠居 した 羊

飼いの老 人 との会見記 を読 んだ ことが

ある。名前 は シラクー ・ミズ リモフ と

言 った。彼 は トル コとロシア とイ ラン

が境 を接す る黒海 とカス ピ海 の中間地

方に あるコー カサス山脈 で生 まれ育 っ

た：。 コーカサス山脈 は ５，６３２メー トル

の高 さで， ３，０００メ ー トルの高 さまで

山道が幾つ も通 じてお り， ちゃん とし

た道路 もある。

ミズ リモ フ氏 は，今 も木 を切 り倒 し

てい るとい う。彼 は 「怠 け者 は長生 き

で きない」 と記者 に語 った。彼の家は

ロシアの アゼバイ ジャンの海抜 ２，０００

メー トルのバルザ ブにある。

その記事 では，老人がい まだに 「こ

れ まで に幾度 も植 え変 えた果樹 園の木

々を掘 り起 こ してい る」 と書かれてい

る。

「いつ も働 くこと
，山の空気 ，それ

か ら適度 に食べたおかげで， こんな年

まで生 きられたのです」 と ミズ リモフ

氏 は語 った。彼は酒を飲 まず， タバ コ

もすわず，鳥の スー プとチー ズとエア

レンと呼ばれる凝 乳を食 べるだけであ

る。

メ トセラは人類 史上最 も長 く生 きた

人であ る。彼 が ９６９才 で死 んだ ことの

他に，聖書 はほ とん ど彼 の ことにつ い

て触れていない。 倉咀ｔ記 には， その孫

であ るノアが メ トセ ラとほぼ同年令 の

９５０才 に達 したと記 して ある。 創世記

には 「神 と共 に歩 んだ」予言者 ノアに

ついてよ り多 くの ことが言われて いる

（創世 ６ ：９）

ノアは働 くために生 まれ たようで あ

った， レメ クは彼 を ノア と名付 けて言

った． 「この子 こそ，主が地をの ろわ

れたため，骨折 り働 くわれわれを慰 め

る ものＧ」（創世 ５ ：２９）

ノアは建造者 であつた。彼が ６００才

の時，箱舟 は完成 し，洪水が襲 った，，

神が地 をのろわれた とい うレメ クの

言葉 は，主が アダムに語 られた言葉 を

思 い出させ る。主 は， 「……地 はあな

たのためにのろわれ ……」 （創世 ３ ：

１７），「あなた は顔に汗 してパ ンを食べ

……」（創世 ３ ：１９）と言 われた
。

主 はアダムをの ろわれは し な か っ

た．地 を 「あなたのために」 のろ うと

言われたのであ る。代 々を通 じて，人

は顔の汗か らパ ン以上 の ものを受 けて

きた ，それは幸福 である。

ペルシ ャの屈強 な政治家 ビスマル ク

は，あ る時 「若者 に呈する言葉を私 は

３つ しか持 っていない。働 け，働 け，

働 け」 と語 った、、，

小 さな兄 弟たちが ほ こりにまみれて

新 聞をたたんで いる姿 を見 ることは，

何 と喜 ば しい光景 であろう。彼 らはノ

アにな らないか もしれ ない。 しか し，

賢 明な愛 ある両親 に労働の喜びを早 く

か ら教 え られた彼 らの人生 は， より豊

かにみがかれ，人生のたそがれ時 も延

ば され，輝か しい ものとなるに違いな

い，｝
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私 の言葉 を主 のみ たまが導 きた もうことが，私 の願 いで

ある。多数 の教会員，実際大勢 の人 々が活動 できるために，

教会 のワー ド部 や支部が組織 されてい るが，それで も，組

織 で役職 や責任 を持 って正式 な召 しに携わ っていない人 が

大勢 いる。彼 らは教会 に属 し， ステーキ部に属 し， ワー ド

部 に属 している。 そ して さまざまな クラスや集 会に出席 し

て学 ぶが，会が終れ ば，組織 の活動に特別 な役 目を持 たず

帰 宅するのである。彼 らの多 くは 自分が取 り残 されてお り

自分の能力 が求 め られて はいない と感 じてい る。 またその

他 の人 は責任 ある召 しを受 けた くない と思 ってい る。

それ は，彼 らが イエス ・キ リス トの教会 に対 す る自分 の

責任 とい うものを理解 していないため に起 こる こ と で あ

る。我 々はみな同 じ召 しを受 けてい る。我 々はみな，水 の

バプテスマを受 けて誓約 を交わ した結 果 と して， 同 じ責任

を持 っているのである。主 は， も し我々が組織 の責任 によ

って， あるいはそれ を受 けな いことに よって， この特別 な

召 しを妨害 することになると したな らば，我 々を罪 な しと

はされ ないで あろう。予言者 の言葉 によって，大切 な責任

をい くつかあげてみよ う。

エ レ ミヤは反抗的 で不従順 な民 に言 っ た。 「異 邦 の 人

（エ レ ミヤは この時代 に こう言 わねばな らなか ったので あ

ろ う）孤児，寡婦 を悩 ま し， しえたげて はならない 。」 （エ

レ ミヤ２２；３）

彼はある王 を賞賛 して言 った， 「彼 は貧 しい人 と乏 しい

人 の訴 えをただ して， さいわ いを得た。 こうす ることがわ

た しを知 ることではないか と，主 は言われ る。」 （エ レ ミヤ

２２：１６）

このよ うな考 えを，主 はのちに ミカを通 して繰 り返 し言

われた。 ミカは民 に，必要 な ことは 「公義をお こない， い

つ くしみを愛 し，へ りくだ って あなたの神 と共 に歩 む こと

ではないか 。」 （ミカ ６ ：８） と語 った。

パ ウロは聖徒 たちに，互い に親切に，や さ しく， ゆ る し

愛 しあえ と言 った。（エペソ ４ ：３２）

アル マは さらに くわ しく述べて いる。彼 は自分た ちの活

２５８
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動や持ち物一切について，また自分たちのため，他の人の

ため，主に祈れと勧めた。彼 らの良い態度は，彼 らの持つ

すべての物，自分のこと一切について主に祈ったことに示

されている。その時アルマは言った， 「……これで満足だ

と思ってはいけない。たとえこれらのことをみな行なって

も， もしも貧 しい者や着る物のない者の願いをことわり，

病んでいる者，あるいは悩んでいる者を見舞わず，持物が

ありなが らその幾分を貧 しい者に施さないならば，あなた

たちの祈 りは空 しくなってその効果はなく，またあなたた

ちは神の言葉を否定する偽善者のようになるであろう。そ

れであるか ら， もし忘れずに慈善を行なわないならば，あ

なたたちは金銀を精製する人たちに （価がないから）棄て

られて，人の足で踏まれる鉄かすのような者である。」（ア

ルマ３４：２８－２９）
　乙のことについてジ

ョセフ ・ス ミスに与えられた啓示は

数多 く，初期の唐示の中によく見 られる。貧 しい者の世話

は第一の，そして緊急を要する仕事であった。乏 しい者 と

悲 しむ者 とを助けることはす ぐあとに続 く仕事である。

我々にはいくらかの時間があるが，各組織で大きな責任

を与えられていない人々は，貧 しい者，乏 しい者，身寄 り

のない者を捜 し求める時間が もっとある。

この援助は，非常に必要である。我々のまわ りにいる人

々は，みな励ましや支えや援助，すなわちお金ではな く，

時間や注意や個人的な励ましなどによるだれにもできる援

助を必要 としている人々である。愛する者たちのために果

たすべき大きな責任のある人，他にだれも世話をする人が

いないため，自分でどうしても世話 しな くてはな らないと

いう人々にとっては，特に大切なことである。

病気の子をかかえた若い母親をもしだれかが しばらくの

問手伝ったならば，どんなに助かることであろうか。少 し

の時間，ただ ５分間と限 らず １時間でも，本を読み，手伝

い，食事を食べさせ，あやしてあげたら，彼 らの態度は変

わるであろう。あなた方は多 くの家庭で助けを必要として

いる人を見出すに違いない。 ． ’

２５９
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私がかつて病身の婦人を引き受けた時，ある善良な １人

の婦人がこのように言 った。 「私は，毎週金曜日の夜， ６

時か ら１０時までお宅へ行きます。あなたはそれを予定に組

んで，その ４時間で他に手を必要な人をさがしていらっし

ゃることができますもの。」 私に対する何 という心づかい

であろうか。何とやさしい心であろうか。彼女は新たな笑

みと新たな喜びと新 しい考えを，私 と病人に恵んでくれた

のであった。

寂 しい人々，寂 しさを内に隠 している人々は大勢いる。

我々は彼 らを捜 し出 して，助けなくてはならない。 自分は

受け入れ られないと感 じている人，霊的に強 くされて自分

を見出 さねばならない人々がいる。だれも心にかけてくれ

ないと考えている １人暮 らしの女性がいる。心に問題を持

つ人々がいる。家庭の夕べは，寂 しそうな人，引込み思案

な人，落胆 している人，心に問題を持つ人などを，時折 り

招 くにふさわ しい時である。

私は，教会の大きな責任を持っていてワー ド部の責任は

受けていない１人の人を知っている。彼女は毎週日曜学校

と聖餐会に出席 し，自分はプログラムに入 りこめないとい

う思いをいだいて帰宅 していた。そういう日曜日，この福

音を知 らずに育った一人の姉妹が，教会の ドアの前まで来

なが ら，入 りにくそうな様子で家に引き返そうとしている

のに気がついた。彼女はその姉妹に声をかけて中に入れて

やり，彼女の心を開 く手伝いを した。また， もうすぐ改宗

しようとしている男性に気づき，教会員となる手助けをし

た。彼女は目的のない独身の姉妹たちに心をかけ，彼女た

ちに理想をめざす望みを植えつけた。また，年とった人々

に関心を寄せ，伝道に出る年齢の間近い若い人々には励ま

しを与えた。そうするうちに，彼女はふと，監督の召しに

よってではな く，兄弟たちの守 り手となりなさいという律

法に従 うことによって， 自分がワー ド部の大切な一員 とな

ったことに気がついた。

大勢の子供がいたり，病人がいたり，年寄りがいる家庭

のほとんどが援助を必要 としている。あなた方 聖 徒 た ち

よ，会長会や教師の責任にないか らといって，ひきさがら

てはな らない。努めて善 き業に従い，多 くのことを自由意

志によってなし遂げよ。慰め，助け，注目を必要としてい

る人々に慎みある援助をすることによって，あなた方は天

国により近 くなるであろう。あなた方は組織にとって重要

であると感 じられないかもしれない。だが天使たちは，主

が愛 しておられる貧 しい人， しいたげられている人，乏 し

い人，病気の人，心弱っている人のために尽 くす教会奉仕

の時間を，ほほえみなが ら記録するであろう。

我々はみな教会の働き手である。特別な責任のある者 も

ない者 も，毎週祈 りの家へ行き，彼らの捧げ物を捧げよと

２６０

啓示によって命じられている。その時我》は，救い主であ

る御方を覚え，その戒めを守り，第二の戒め，すなわち自

分を愛すると同様隣り人を愛するとの戒めを守るという誓

約を新たにするのである。 この誓約を交わした以上，行な

いによってこの愛を示すことは我々の責任である。

ワー ド部の責任を持たない人々は，人を救 うこの偉大な

働きに携わる時間が余計にある。ただうしろにすわってス

テーキ部，ワー ド部，補助組織で表だって活躍する人たち

をうらやんでおらずに，心の弱まっている人，体 の 弱 い

人，希望を持たない人，励ましを必要としている人， この

地上の神の王国の中にあって成長 しな くてはならない人々

の間に出で行き，主が我々に課せられた仕事をな しつつ，

救いを求めようではないか。

私は，ホーム ・ティーチャーがそれらの人々について責

任を負 っていることを知っている。 しか し，家にいる人た

ちは，彼 らに隠 して言わないことがある。訪問教師がある

ことも知 っている。 しかしそれで も，黙っている人は多い

のである。神権者たちが気をつけているべきであることも
；

承知 しているが， この責任は神権組織を越えた 責 任 で あ

る。これは，主を愛する人ならば決 して見過ごしにできな

い個人的な義務である。我々が常に気をつけているべき責

任である。

助けを必要 としている隣人は隣りにいるか もしれない。

援助を求める人は，教会員でないかもしれない。だれが困

っているかわか らないのである。誇 りを持つゆえに，ある

いは手段に欠けるゆえに，援助を非常に必要 としていなが

ら苦 しい状態を監督に報告 しない多くの人々に対 して，理

解 と愛を持ち，個人的に励ま しと援助の手をさしのべる責

任のないという人を，私 は知 らない。

ヤコブの言葉が心に響いて くる。 「父なる神のみまえに

清 く汚れのない信心とは，困っている孤児や，やもめを見

舞い， 自ち は世の汚れに染まずに，身を清 く保つことにほ

かならない。」（ヤコブ １：２７）

この時代に主より与えられた最後の言葉の中から読んで

みよう。 「また汝 ら貧 しき者， 乏 しき者および病める者，

悩める者たちを万事に憶えて憐れむべ し。これ らの事を為

さざる者はわが弟子にあらざればなり。」（教義と聖約５２：

４０） 、

私はイエス ・キリス トが生 きておられ，聖なる御父も生

きてお られることを知 っている。私はジョセブ ・フィール

ディング ・スミス大管長を生ける予言者として心より支持

するものである。そ して，私は人が主を愛することは隣人

を愛 し，仕えることであるという命令に従 う時，与える者

にも受ける者にも祝福がもた らされることを知っている。

イエス ・キ リス トのみ名によって。アーメンｑ
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老人が入 口に立 ってい ま した。服は古 くてみす ぼ らしい も

ので したが， ひげやかみ はきちん とといて ありま した。

「食事 をい
っ しょにです って ？」その家の母親 はつめた く

聞 きか え しま した。 「私 たちで さえ十分な食べ物 がない って

い うのに。 こじきに用 はないわ 。」

彼女 が戸 を しめようと した時，老人 はまた話 しま した。

「たぶんあなたをお助 けで きると思 うんですが
。」

「助 ける って ？どう助 けて くだ さるの
。 ほねや食 べかす ぐ

らい しかないのよ。 オル ガ， キャサ リン，戸だなの中に何か

残 っていた ら持 って きて ち ょうだ い。」

女 の子 がテーブル の上 においた野菜の小 さな山を母親 は指

さしま した。 「おわか りにな りま した ？ にん じん １， ２本

に じゃがい もが少 し， それ にたまね ぎです。 ５人 のお腹 のす

いた子供 に食べ させ るのにどうす るとい うのですか。父親 は

食料 を集 めに旅 に出ま した。 しか しまだ もどりま せ ん 。」母

　 れ１禦 灘
《 く
、 ．．

タ

１墾島鞭 臓 激 てくだ　 私たち
ま

鰯 ・必敷 ものは水のい。ぱ・・入。たつぼと，それを料

１’ 理 する火 だけです。 そ して私 のまほうの小石で小石のス

ープを作 ります
。」老人 は言 いま した。

「小石 のスープです って ？」母親 はようや くことばを続 け

て， 「味はするで しょうけれ ど」 と言 いま した。

老人 は手 をあげま した。 「１つ お願 いが あるんですが， あ

の火 のそばのテーブル にすわ らせて も らえないで しょうか。

２６１
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それか ら，子供 さん一人一人を私の ところにこさせて くだ さ

い」 とかれ は言 いま した。

一番上 の ピーターが最初 にや って きま した
。 かれはただお

湯がつ ぼのふ ちのまわ りでふ っとう しは じめ るのだけが見 え

ま した。

「あなたの中 にはよい ものがあ ります
。 あなたは ここで必

要 とされて いるため一番大切な人 です。あなたは 自分 の強 さ

を他 の人 に分 け与 えるで しょう」 と老 人は言 いま した。

その老人 は， テーブルの上 か らとるほねに話 しているよう

に思 えま したが，かれが いった ことは， ピーターにはよ くわ

か りま した。

それ もそうだ。お父 さんは行 って しま った しそれ にぼ くは

一番上 なんだか ら
，お母 さんはぼ くとぼ くの強 さが必要 なん

だ， と ピーターはそ う思いま した。 かれはいいつけな くと も

火 を もすた めにまきを走 って持 って きま した。 そ して木 の箱

の中 にまきを注意深 くつみあげは じめま した。老人 はつ ぼの

キ ャ サ リ ン 欝

ハ

中 にほねを入れ ま した。

次 はキャサ リンの番です。 キ ャサ リンは会 うのが いやだ っ

た のでふ くれ っつ らを していま した。

「ああ
， ここにいい ものがあ るぞ。健康 によ くて なめ らか

で。 あなたが行 なうことにはみんな明 るさが加 え ら れ ま す

よ。」

「かれ はにん じんの ことを話 してい るのか しら
， それ とも

私 の ことか しら。」キャサ リンは不思議 に思 いま した。彼女の

顔 は明 るくなり，ふ くれ っつ らは消 えていま した。老人 は彼

２６２
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女 が思ったよ うなばかで はありませんで した。彼女 は一番下

のネルスのと ころに走 ってい きふ ざけてかれのまわ りをまわ

っていま した。 キャサ リンはお母 さんのためにかれ に会 う こ

とをいやが らなか ったのです。そ して老人 はつぼの中ににん

じん を ２， ３本そ っと入れま した。

三番 目のエ リックは大 さわぎ してや ってきま した。 ピータ

ーの耳を ひっぱ った り
，キ ャサ リンの巻毛 を力 いっぱいむ し

った りネル スをつついた り， オルガのわき腹 を くす ぐったり

してや って きま した。

「さて
，元気のいい子 が きた」 とかれはつぶや き， 「あな

たは ここにな くてはな らない人 です。 自分 で知 りな さ い。」

と言 いま した。た まね ぎの皮 をむき， こす りなが ら，かれは

こうつけ加え ま した。 「あなたはい じめるつ もりでや ってい

るん じゃないんだか ら。」

エ リックは， 自分 がそ うであるとわか って いま した。 たま

ね ぎの きついにおいためにか れの目になみだが流れた とき，

工 ク

鑑欝；

い じめたか らなみだがでたのだと思い ま した。 エ リックは ピ

ーターがひ っぱ られた耳 をなでて いるのを見て
，ま きをつむ

ピーターの手伝 いを しに行きま した。老人 はたまね ぎの皮 を

む きおわ り，つぼの中に入れ ま した。

四番 目で器量 のよ くないオル ガは会 いにきませんで した。

かれは うなず き， 「たまに外見 は悪いが， とて も親切 でや さ

しいのがか くされている ものだ。」 とま るで手 の中の じ ゃ が

い もに言 うよ うに言 いま した。

オルガの顔 が輝 きま した。老人 の目にそ ううつ ったのです



か ら， たぶん ほかの人 もそ う思 うで しょう。 オル ガは美 しい

姉 のキャサ リンに しっとす るのをはずか し く思 い， キャサ リ

の ところへ行 って楽 しくお しゃべ りを しま した。老人 は じゃ

が い もの皮をむ き，小 さ く切 ってにた っているつ ぼの中 に入

れ ま した。

ネル スの番にな りま したが， ため らっていま した。老人を

こわい と思 っていたので した。 まだ小 さいので何 の役 に もな

らない とだれで もが思 っていま した。老入 はネル スにもっと

そば に くるように手招 きを して，直接 かれに話 しか けま した。

「あなたは この質 問の答 えが わか ります
。お母 さんが食 事

のため に何かおい しい ものをつ くる とき，やかん の中 にいつ

も入れ るものは何 ですか 。」 とかれはたず ねま した。 ネ ル ス

は考 えて，「しおか な。そ うだお しおだ。」 と言いま した。彼

はテーブルの上 に手 をのば して塩を老人 にわた しま した。

「正 しい答 えだったか ら
， スープを味見 させよ う」 と老人

は言 いま した。
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ネルスは，背が高 くなりま した。正 しい答 えを言 った とき

か らもう赤 ちゃんで はな くな ったので した。

お母 さん はにおいをか ぎなが ら歩 いて きま した。

「スープの ような においだわ
。」彼女はそ う思 いま した。

「親切 に していただいたか らスープを味わ って くだ さい
。

そ してそれに もっと必要 な ものを教 えて くだ さい」 と老人 は

言 いま しナこ。

お母 さんは大 きなスプーンをすす ると，何 も考 えず にテー

ブルに手 をのば し，つぼの中に こ しょうをふ りかけま した。

「そ うです
。 ぴ りっとした ところです。 それぞれ の最良の

味を もた らし， しか もすべての ものに何か をつ け加 えます。」

かれが この ことをい った とき， お量 さんはかれを見 ま した。

自分が きつい話 し方 を した ことを知 っていたか らで した。 し

か し老人はただ うなずいて言 いま した。「で きま した。」それ

か ら主 賓の席 にいる老人 を囲 んで みんなで テーブル にすわ り

ま した。お母 さんは １人ず つゆげ のた って いるスープをた っ

ぷ り分配 しま した。 ち ょうど食べ終わ り ドアの音がす るとそ

こにお父 さんが立 っていま した。食料を入れた袋 をせなかに

背負 っています。

「洪水 があったんだ よ」 とお父 さん はお くれたわけを説 明

しま した。 しか しみんながむかえ ようと してまわ りにあつま

り一度 に この訪問者 と魔法を説 明 しようと しま した。

「そうか
。 この小石の スープを食 べてみたいなあ」 とお父

さんはいいま した。最初深 ざ ら １ぱいたべ て しまったあ と，

もっとあるか とたずねま した。

つぼか ら最後 のスープをそ．そぎなが ら， 「これでお しまい

ですよ」 といいま した。 それか ら彼女 は老人 にふ りかえって

言 いま した。 「あなたの魔法の小石 はもうな くな って しまっ

たわ。」

老入 は立 ち上が り， ドアの方 に行 きま した。 そ してふ りか

えってほほえみま した。 「あなた方 はそれを見 る ことがで き

ません。 そこにあることがわか るだけです。 それ は愛を よび

大 きな奇跡 を行 な うのです 。」そ う言 うと老人 は背 を向けて，

愛の魔法 をあ とにの こし， やみの中 に出て行 きま した。
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ア ビ ナ ダ イ

「私 も私 の民 もかれか ら裁判 されなければな らない とい う

ア ビナダィは何者で あるか。また この ように大 きな苦難 を私

の民 に下す主 とは何者で あるか。私 が アビナダイを殺 すか ら

ここにつれて こい。」 と罪深 い ノア王 は大声で いいま した 。

ア ビナダイはよい人で主 の予言者で した。かれは ノア王 が

や った悪い ことを見 ま した。 そ してかれ はノア王が美 しい宮

殿をたて るため，民 に税 をか けて取 り上げ た財貨 を 見 ま し

た。 しか しア ビナダイが一番悲 しんだ ことは，王 と同 じよう

に不正や不信仰な民 だ とわかった ことで した。

そのあ と主 はア ビナダイに民 の中に行 くようにおっ しゃっ

て，悪 い行 ないを悔 い改めなければ民 に怒 りを下す といわれ

ま した。 アビナダイは主の言 葉に耳 をかたむけ るよ うにねが

いま した。 しか しかれ らは長い間 ノア王 に従 っていたので，

ア ビナダィには らをたて ま した。そ して アビナダイが王 や祭

司や民 に大 きな罪が あるとおど した と急いで王の ところにつ

げにい きま した。 ノア王 は怒 って アビナダイをかれの前 につ

れて くるように命令 しま した。

しか しアビナダイはのがれて，見つか ることは ありません

で した。 ２年間か くれていたので した。

それか ら， アビナ ダィは，だれに もわか らないようにすが

たをかえ，民のあいだ にあ らわれま した。主 の ことば を聞 い ‘

たア ビナダイは，悪 い行 ないを続 ければ どれいに され，殺 さ

れてや じゅうが その肉をたべて しま うだ ろうと民 につげま し

た。民 はア ビナダイに腹 を立て，かれを とらえて王 のまえに

引 きつれてい きま した。王 は祭司をぜんぶ よび集 めて，民 の

行 ないや王に対 しては っき りとつげ た この男を どうとりはか

ろ うか きめるため に， アビナ ダイを祭 司たちの前 につれて き

ま した。

祭 司たちは， アビナダイ に じん もん し，真実 を否定 さぜ よ

うとしま した。祭 司たちが先祖か ら教わ ってい る聖句 ああ る

部分 を説 明するようにいいま した。 アピナダイは， かれ らは

祭司 と してふ さわ し くな く，理解 して いないのに教 え ようと

してい るといいま した。そ して 「あなた らは心を注いで知識
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を得 なか ったか ら賢 くなか ６たのである」 といい ま した。

祭司た ちは アビナダイを とらえよ うと しま したが，かれは

いいま した。 「私 にさわ るな。 もし私 に手 をか けるな らば神

が必ず あなた らを うち破 りた もうであろ う。私 は主が私をつ

か わ して伝 えさせ ようと思いた もうた使命 をまだ果 して いな

い。」

これ らの言葉 は，祭司た ちをおそれさせ ま した。 それ は主

の 「みたま」 がア ビナダィにみ ちて，かれの顔 がまばゆ くか

がやいていたか らで した。 それか らかれ は力強 く話 し続 けま

した。

長い間 ノア王 と祭 司たちは，かれの話 に耳をかたむけま し

・た
。 アビナダイは，地上 に来 て，人 々の間 に住まれ る神の御

子， イエス ・キ リス トについて話 しま した。かれ はまた， イ

エスは十字架 にか けられ殺 されて しま うが，死 にうち勝 ち，

再び生 きか えられ るといいま した。

ア ビナダイは しば りあげ られ， ろうに入れ られ ま した。 も

しかれがのべ た ことを と りけさなければ，死刑 にす る と宣告

されま した。

アビナダイは， 「私 は死ぬだ ろう。私 があなたがたに申 し

上げた ことは真 実だか ら決 して と りけさない」 と い い ま し

た。

ノア王は神の罰を うけ るか もしれ ないとおそれ は じめま し

た。 しか し祭司た ちは，ア ビナダ・イを殺 したいと思 っていま

した。 それで王 はアビナダイを殺すよ うにいいま した。そ こ

で祭 司たちは， たきぎを もや してそのはだをやいて苦 しめ，

殺 して しまいま した。炎があが ってア ビナダイをやき始 める

とき，ア ビナダイはいいま した。 「神は このよ うにその民 を

亡 ぼす者 に あだを報 いた もう。神 よ，わが霊 を受けたまえ。」

こうい ったあ と， ア ビナダイは火 あぶ りにされて死んで し

まいま した。神 さまの言葉 を否定せず，かれ は命を ささげ る

ことによって 自分の言葉 が真理 である ことを あか ししたので

した。
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リガム ・ヤング大管長 が，聖徒 たちを中央広

ブ
場 によび集めた とき， トミーとべ ッツ ィーは

小川 にいて，朝食の さ らを きれいな白い砂 でみが い

て いま した。そ こで ２人 はお母 さんが用意 して くれ

たお湯で さ らをすす ぐと，す ぐにブ リガム ・ヤング

大管長 の話を聞 きに行 きま した。かれ の ことば は，

「旅を続けたい と思 います
。行 きたいと思 う人 は全

部私 に従 って くだ さい」 とい うか んた んな もので し

た。

トミーは声をあげてよろ こびま した。 そ してベ ッツィーの

手を とって， 「ぼ くたち西部へ い くんだ。 とうとう西部 へ行

くんだ よ」 と言 いなが らベ ッツ ィーを ぐる ぐるまわ し ま し

た。 ところが， とつぜ ん トミーはまわすのをやめて言 いま し

た。 「ぼ くたちは今西部へ行 けないんだよ。 お父 さんが ここ

にいないか ら。」

お母 さんは，かれがが っか り してい るのがわか りま した。

「お父 さんは， たぶん明 日の午後 までに ここへ帰 っ て く る
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わ。 き ょうセ ン ト ・ジ ョセフで の仕事が終わ るって言 って ら

したわ。私 た ちが準備 しているな ら， お父 さんが着いてす ぐ

に出発 で きるで しょう」 とお母 さんは言い ま した。

トミーは安心 しま した。 ヤ ング大管長が， ５００台の 幌馬車

の長 い列 に出発 の合図を出 した とき， た くさんの友 だ ちや近

所 の人 たちに手 をふ って別れをつげま した。幌馬車 の列が見

えな くなると， ２人 は急いで家に帰 り， 出発 の準備 のた めに

何 ができ るかをお母 さん にたずね ま した。

「これ
， かきまぜ てち ょうだい」 とお母 さんはべ ッツ ィー

に言 いま した。木 でできたバ ター製造機は，上 にふたが あ り

小 さなた るのよ うな もので した。ふたのまん中のあなを通 し

て，ベ ッツィーは， クリームが黄色 いバ ターにな るまで上下

にか きまぜ器 の とっ手 を動か しま した。

ベ ッツ ィーがか きまぜ ている問， トミーはた るに水 をい っ

ぱ いに入れて幌馬車 の外側 にむす びつけま した。泉か川の近

くにキ ャンプ著 ることがで きない とき， のみ水 と してた くわ

えて お くのです。小川か ら上 が って くる と， キャンプ地 には

ついに合図がでました。その時バンドは演奏をはじめ，

むちの音がなり， トミーの幌馬車がまわ り始めました。

いって くる幌馬車が見え ま した。「お父 さんだ 。」運 んで いた

バ ケツをお くと， トミーは走 って迎えに行 きま した。

「お父 さんが帰
って きたか ら， もう西部 へ行 けるんで しょ

う。半分以上 の人 は行 って しまったんだよ」 と， トミーはた

ず ねま した。

「行 くまえにか きまぜ るのを終わ らなければな らないわ」

とべ ッツ ィーは言 いま した。

「パンが やけるまで待 たな ければね」 とお母 さん も言 いま

した。

お父 さんはわ らって， 「き ょうの午 後は出発 で きないね」

と言 いま した。 「セン ト・ジ ョセブで幌馬車 と牛 を買 ってき

た。だか らい っしょに働 きに行 った ものは明 日まで もどれな

いが，お父 さんは きょうもどれ たんだ よ。幌馬車に はとうも

ろこ しと小麦がい っぱい積 んであるか ら，上 にかぶせ るカバ

ーを しゅうぜん しなければな らないね
。」

「新 しい幌馬車 はだれが動 かすの」 と トミーはたずね ま し

た。

「お母 さんがで きるだ ろう」 とお父 さんは答 えま した
。

「ぼ くや りたいなあ」 と トミーはいいま した
。

お父 さんは しば らくだ まっていま したが， 「おまえはやれ

るだ ろう。 やって みなさい」 と言い ま した。そ して牛 を幌馬

車 につながず， たづなのにぎり方や，牛を歩かせ るためにけ

がを させずにむちをな らす方法 を教 えて くれ ま した。 トミー

は早 く牛を動 か してみたか ったので，次 の朝早 く出発で きる

ように，その 日の午後 はず っと働 き続 けま した。 トミーはお

とうさんが セン ト ・ジ ョセ フか ら持 ってきた ６本 の細長い棒

を小川 の中 にひた しま した。 やわ らか くて しなやか になると

それ をぎ ょ者台の一方 につな ぎ，たわませて， もう一方の方

につな ぐのを手伝 いま した。 ２人は大 きなあ さの布 を持 ち上

げて， たわませ た棒の上 にかぶせ， しっか りとのば して両わ

きに結 びつけま した。

そのあ と， トミーはお父 さんが長 くて深い食糧箱 を作 るの
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バンドリーダーが トミーのお父さんをみると，

トロンボーンを手渡しました。お父さんが演奏

しはじめると トミーはうれしくなりました、
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を手伝 い， ２人で幌馬車 の片側 にむす びつ けま した。お父 さ

んが セン ト・ジ ョセ フか ら持 ってきた小さなとり小屋は， ６

羽の にわ とりのために もう一方 にと りつ け られま した。 ベ ッ

ツィー とお母 さんは，毎 日使 うさ らや食物を食糧箱 につめ こ

み，幌馬車 の外側 に大 きな鉄 のやかんをつ りさげま した。

お母 さんは準備 したね り粉を こねて， い くつか に分 けベ ッ

ツ ィーが それを パ ンや き器 １の中のま っか に もえて いる石炭

の上で焼いて ビスケ ッ トを作 りま した。 ビスケ ッ トはきつね

色 を してふんわ り していま した。夕食 の準備を してい ると，

あた りに音楽 が流れ ま した。

「ピッ トのブ ラスバ ン ドだ」 と トミーは大声 で言 いま した
。

「そ うだ
。夕食 に何人かを招待 しよ う。」 お父 さん も言い

ま した。かれ は トミーの手を とり， ノーヴー道路 に向か って

走 り出 しま した。 シュガー ・クリー クに残 ってい る ２千人 の

ほ とん どは， バ ン ドの歓迎 に参加 しま した。バ ン ド ・リーダ

ーが トミーのお父 さんを見 ると
，かれに トロンボー ンを手渡

しま した。 お父 さんが演奏 しは じめる とかれ は うれ しくなり

ま した。お父 さんが トロンボー ンを売 る前，バ ン ドの一員だ

２６８

った ころのノーヴーで のすば らしい 日々を思 い出 したか らで

す。 バ ン ドは広場 にまっす ぐ行 進 しま した。人 々はそのあと

を音楽 の調子 に合わせなが ら大行進 のよ うに続 いて歩 きま し

た。 あたたかい食事を食べたあ と，隊員 たちは広場で演奏会

を開 きま した。

次の朝， トミーは特別早 くお きま した。 牛を動かす ことを

考えて， あま り興奮 して眠れなか ったか らです。 ついに幌馬

車 の準備 がで き， トミーはお母 さんの とな りにすわ り，西へ

向か う３２の幌馬車の小 さな列に出発す る合図が くだ され るの

を待 ちま した。

つい に合図があ りま した。バ ン ドが演奏 され，たづなをは

じき，む ちをな らす音 とと もに， トミーの幌馬車 も動 き始 め

ま した。 幌馬車 の中 にいる人々 は歌い，１０マイル先 のイスラ

エルのキ ャンプの本隊 につ くまで，その歌 はや みませんで し ，

た。

１，パ ンや き器一 パ ンを焼 く鉄 のか ま。その上 にぴ った りし

まる凸面 のふたがついていて， その中に燃 え

ている石炭をお くようにな っている もの。



マ ー ビ ン ・Ｊ・ア シ ュ ト ン

十二使徒評議員会会員

ド イ ル ・Ｌ ・ グ リ ー ン

１８３０年 に教会が組織 されて以来，何

万もの男子会員の中から， この神権時

代における，主イエス ・キリス トの特

別の証人，すなわち十二使徒評議員と

して，７９人が召された。

使徒は特別なた ぐいの人である。そ

れは高い聖なる泊 しであり，神と同胞

に仕えるのに全時間と生活の一切をさ

さげ る必要が ある。 ジ ョセフ ・Ｆ ・ス

ミス大管長 は述べて お られ る 「教会の

十二使徒 の義務 は，世 界に福音 をのべ

伝 え，地上 の国民 に福 音を与え，神 の

神聖 な訪れの生 け る証人 と して，神 の

御子イ エス ・キ リス トについて証す る

ことであ る」 と。

ｇ 通常， この ような召 しは，総大会で

な され るが，事が緊急を要 していた こ

とと，各十二使徒評議員が信 じがたい

程過重 な仕事を果た していたので，７９

人 目に選ばれた マービン ・ジェレ ミー

・ア シュ トン長老は
，次回大会までの

問 の１９７１年１２月 ２日に された。 それ

はちようど リチ ャニ ド ・Ｌ ・エバ ンズ

長老の死後 １ヵ月 であ り， エバンズ長

２６９



老の死に よる空席 をア シュ トン長老が

満た したのである。

アシュ トン長老 の名前 は， まず最初

に，全教会 を通 じ各地 のステーキ部大

会 で教会員 の賛成 と支持のため に提 出

され，次 いで， この ４月総大会で会 員

の前 に提示 された。

アシュ トン長老の任 命が発表 され る

と直 ちに， ある記 者は アシュ トン長老

に， この召 しで アシュ トン長老 が動揺

したか どうか尋 ねた。 アシ ュ トン長老

は， 「いや，召 しを受 けて も動揺を覚

えなか った。確 かに驚 きは したが，動

揺は しなか った。教会 で自分 の義務を

果たそ うと努 めている人は，だれで あ

って も召 しが くる時 に決 して動揺は し

ない」 と答 えた。 また アシ ュ トン長老

を良 く知 って いる人 にとって も， この

召 しは決 して動揺 も与 えな ければ驚 き

もしなか った。 この聖 なる使徒職 に任

命 された ことは，今まで アシュ トン長

老が築 いて きた奉仕 と献 身の鎖に単 に

もう １つの環をつな ぐこと に す ぎ な

い。事実， アシよ．．トン長老 の生涯 煽

その先祖 の生涯 をみ ると，主 がいか に

指導者 と して この しもべを備 え られた

かがわかる６

アシュ トン長老 の先祖 は，遠 い地で

回復 された福音 の真理 を受 け入れた教

会初期 の改宗者 の ユ入で ある。 アシュ

トン長老 の曾祖父 エ ドワー ド ・アシュ

トンは，１８２１年英国の ノー スウェール

ズで生 まれ，２８歳の時，１８４９年 了鳳

２簿

宣教師か ら熱 心に福音 を聞いてそれ を

受け入れ，バ プテスマを受 けた。 そ し

て翌年 ア メ リカに向 けて出帆 した。エ

ドワー ド・アシ ュ トンは，親戚や故 国

を捨 て去 って，聖徒 らに自分の運命を

投 じたので ある。 それ以来 アシュ トン

の名 は教会内で著名 とな り尊敬 を受け

てきた。

アシ ュ トン長老の父親 マービン・０・

アシュ トンは，英国で伝道 し，監督，

ステーキ部高等評議員 ， ステーキ部長

会の一員， ステーキ部 長 を つ と め，

１９３８年か ら，１９４６年 に この世 を去 るま

で教会の管理 監督 会の 一員 であった。

アシュ トン長老 の母方 の曾祖父で あ

る トーマス ・Ｅ ・ジ ェレ ミーは，教会

の初 期の頃に改宗 し， １８４９年 にアメ リ

カに渡 った最初 の ウ．エール ズの聖徒 の

１人であ った． その息子 ジ ョン ・ジェ

レ ミーは歴史 の好 きな聴明 な人 で，妻

をな く したあ と３人の小 さな娘を １人

で育 てあげた。 その ３人の娘の １人 が

ア シュ トン長老の母親 であ る。

砂 マービン ・Ｊ ・アシュ トン長老 は，

１９６９年１０月か ら，教会幹部 である十二

使徒補助をつ とめて きたが， 当時 アシ

ュ トン長老は，教会 の新 しい統合社会

事業計画 運営委員長 として召 された の

であ る、， この職務 にあってアシ ュ トン

長老 は，社会的特権 に恵 まれず．’不遇

で， しいたげ られ ている，社会的地位

の低 い人 々と共 に働 き，無数の人 々か

ら慕 われ た。 アシ ュ トン長老は また２」

マービンは経営管理の学位を得るの

に苦学して大学を出た。

繍
蟻 懸．

灘犠轟
’』 ’勘

１５歳の若きマーブ。この写真は，自

分で個人的に健康について書いた記事

と一緒にデゼレトニューズに発表され

たも⑳，

右 か ら ２人 目 にす わ って い る の が ア

シ ュ トン長 老 で ， 全英 選 手 権 を 取 った

宣 教 師 チ ーム の キ ャプ テ ンで あ づた。

洋 服 を 着 て い る の は ヒ ュー。 ・Ｂ ・ブ

ラ ウ ン長 老 で あ る。





年間デゼレト の 長や， デゼ レ

ト体育館 の役員 と して教会 に 尽 く し

た。 十二使徒補助 に任命 され る前 は，

８年 間ＹＭＭ ＩＡ中央管理会長会 の第

一副会長 と して， また ３年 間は同 じ第

二副会長 と して，２１年 酎は 百 “ 鱗

理 蟄 働いた。

この任 にあって アシュ トン長老 は，

世界 中を旅 し，教会の ステーキ部や伝

道部 の若人 らにプログラムを携えて歩

いた。 このたびの新 しい召 しは，長年

ア シュ１トン長老が従事 して きた仕事を

進展 させ るもの となろう。

＠ どの ような特 別の才能，資質 を もっ

て， アシュ トン長老 は新 しい役職 につ

かれ るのだ ろうか。 アシ ュ トン長老 を

良 く知 ってい る人々は，彼 がいつ も主

に対 し信仰 をもち，教 会に献身 的で，

周囲の人 々に心か らの愛をいだいてい

る人だ と語 ってい る。．アシュ トン長老

は親切で，物柔 らか く話 し， よ く人の

話 を聞 き，紳士で，平和の作 り手であ

る。 アシュ トン長老 は助 けを必要 と し

ている人や問題の ある人 に強い関心 を

持 ち非常 に同情 を覚 える人で ある。ま

ただれ で も安心 を覚 えるような微笑を

たたえ， ユーモアに対す るセンスが鋭

く，いかに も上品で洗練 され た感 じの

人 で， それでいて統率力 のある人で あ

る。 アシュ トン長老 が部屋 を歩 くと，

そ こにいあわす人 たちが注 目する程で

ある。

恵まれて，筆者 は他 の人 と共 にアシ

２７２

１９６２年 頃 の マ ー ビン ・Ｏ．と レイ ・Ｊ・ア シ ュ トンの 子 供 た ち の 写 真。 左 か ら 、

右 へ ， ア フ トン ・カ ー テ ィス ， ア シ ュ トン姉 妹 ， ウエ ンデ ル ・Ｊ ・ア シ ュ ト

ン， マ ー ビ ン ・Ｊ ・ア シ ュ トン， フ ィ リス ・ガ ー デ ィ ナ ー， そ して エ レノア

・バ ッヂ ャー 。 もう 一 人 の テ ッ ドは ， １７歳 の 時 自動 車事 故 で な くな った 。

１９４０年 に マ ー ビ ン ・Ｊ ・ア シ ュ トン

と ノ ー マ ・バ ー ン トソ ン は結 婚 した が ，

こ れ は ，教 会 と学 校 で のす ぐれ た若 い

２人 の 指導 者 の結 び つ きで あ った。 結

婚 後 １週 間 ， ２人 は ， マ ー ビンが 花 嫁

の た：め に建 て た 新 居 へ と 移 った。

ユトン長老 とほぼ同時期に （１９４９年）

Ｍ ＩＡ中央管理会に任命され，数年間

にわたって成熟 してゆくアシュトン長

老を見守 つた。アシュトン長老が集会

を司会し，報告をし，話をし，問題を

分析 し，多 くの責任を果たすのを目に

す る時，苦境にあっても冷静で，勧告

や 忠告を与える前によくそれを吟味し



２つの意見を和解 させるそのすば らし

い能力，’そ して信頼される力にいつ も

感嘆 した。教会の若人と親密になるそ

のすばらしさ，若者を理解する特異な

能力，若者が反応を示すような言葉の

選定や話の仕方の才能などに注目して

きた。アシュトン長老はだれでもその

勧告を求めて くるようなた ぐいの人で

ある。アシュトン長老が指導者に忠実

で，絶えず教会幹部を支持 しているこ

とに感銘を覚える。

しか し，以上のすべてのことと同時

に，アシュトン長老は率直で勇気ある

人 として知 られている。彼は人生とい

うゲームにあってと同様，体育のゲー

ムでも真剣な人である。アシュトン長

老は人にぬきんでるためにすばらしい

意志力に恵まれ，熟練 した経営者，財

産運用家 として尊敬されている。寛大

で，慎重で，きちょうめんな人という

評判がある。３０年以上もアシュトン長

老 と一緒にテニスを してい る人 た ち

は，テニスの時間の約束であっも，決

して遅れたことがなかったと語ってい

る。また友人は，アシュ トン長老が決

して時間を浪費せず，いつも自分をよ

く準備 している人であると言 って い

る。仕事をする時間は，仕事に打ち込

み，遊んで楽 しむ時は，だれよりもよ

く遊び楽 しんでいる。

θ マービン ・ジェレミー ・アシュトン
く

と名づけられるはずの男の子が，艶

蝦 ソル トレーク市ブロー二

ング通 りユ３４１番地 の黄色 い練 瓦作 りの

２階建 ての家で， マービン ・０．とレイ

・ジェ レミー ・アシュ トンとの間に生

まれ た。 当時，家 は市の郊外 にあ り，

幼か った マーピンは寝室 で，』ソル トレ

ーク盆地の小丘 におおかみのな くのを

しば しば耳 に した６

マービンの両親 は，早 くか らよ く働

くことの価値 と，お金の尊 さを彼 に教

えた。少年 時代 マーブ （マー ピ．ンの愛

称 ）は，兎 や鳩 を飼 い，家族が経営 し

てい る約 ２，脚０坪 の農場で働 きう果物

や野菜 を育 てて それ を売 った。後 ｝と高

校 へ通学 している間， マーブはシュガ

ーハ ウスで父が やってい る金物店を手

伝 った。 マープはコ・タ大学へ在学 中半

日は店 で働 き，半 日学校 へ行 って 自分

の道 をや りとお した。コ・タ大学経 営学

部 を優等で卒業 した上 ， ２年 間学 内新

聞 のスポーツ欄主任 を務 あたほか，多

くの課外活動に参加す る時間を持 ちあ

わせて いた。

マー ビン ・０ とレイ ・アシュ トンは

子供た ちに 「いつ も自分 はだれなのか

を考 え」，「いつ も自分の思 った とお り

に し，自分 の ２本 の足で立つ ように」と

教 え育 てた。 ア シュ トン家 の子供 らは

知恵の言葉 のよ うな ことに関 して取 り

立 てて教 え られ た記憶が ない。家庭で

は，教 会のあ らゆる活動 への参加 や，

あ らゆ る戒 めを守 る ことは当然の こと

と思われ た。父親が ワー ド部や スチー

キ部 で働 き，教会 の管理監督会の一員

であった間 も，母親は初等協会を教え

扶助協会の教師であった。子供 らの心

は，教会で活発であること以外には何

の考えもなかった。 日曜日は聖日とし

て守り，集会に出席 し，Ｍ ＩＡに参加

し，什分の一を納めることなどはすべ

て慣例となっていた。マーブと，現在

十二使徒地区代表をしているマープの

兄弟は神権活動やスカウ ト，Ｍメンプ

ログラムを通 じて進歩 し，いつも同輩

の指導者であった。

０ スポーツではマーブはいつもひいで

ていた。伝道 していた時も，バスケッ

トボールチームのキ・プテンで甥

イ トル の賞を得，またチー ムの一員 と～
して， ヨーロ ッパ選 手権 の賞 を得 てい

る。 チームは １日の伝道が 終 っ て か

ら，週 に ２晩の練習 を した。興味 ある

裏話 と しては，皆 はユニ フォームを買

う余裕がなか ったので， チー ムのメン

バ ーは，伝 道の休 みの 日に，布地 を切

ったり，寸法を合わせた りして自分で

ユ ニフォー ムを縫 った とい うことで あ

る。

Ｑ アシュ トン長老 は肉体的 な健康 を保

つのに，テニスや，足ぶ み運動 その他

の運 動のスケジ ュールを厳 密 に 守 っ

た。教 会幹部 になってか らもなお，土

曜 の朝 ７時， ステーキ部大会へ出かけ

る前 や，週 に １度昼 にはテニスをす る

よ うに心掛 けて いる。また週 に ２度朝

の ７時 に， デゼ レ ト体育 館でパ ドルポ

ール１をす るよ うに して いる
。アシュ ト
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ン長老 の， テニスのよきパー トナーで

もあ りまた好敵 の １入 は愛す る妻の ノ

ーマで ある
。

アシュ トン長老 は，英 国では傑 出 し

た宣教師だ った。伝 道の最初 の頃，戸

別訪問 の基本的な テクニックの １つは

「ミレニアル スター」 の予約 を とる こ

とで あった。 アシュ トン長老 は，他 の

宣教師が １年がか りでや る以上 の予約

を ５ヵ月で取 った。 ジ ョセブ ・Ｊ ・キ

ャノン伝道部長 は１９３７年 ７月 ７日彼 に

次の ように書 き送 った。 「この ２週間

あなたは， １日に ３件 の割合 で 『ミレ

ニアルスタ ー」 の予約 を取 ってお り，

心か ら賞賛 とお祝 いを述べ たい。 「ミ

レニアルスター」 の予約 をとるの に魔

法 の言葉 はない。 それ は，勤勉 さと，

熱 心 さと，人柄 と信仰 の賜物 によるの

であ る。」

アシュ トン長老 はジャニナ リス トと

しての訓練 を受 け， その才能が あった

ので，後 に 「ミレニアル スター」 の準

編 集者 に指 名 され， また，英 国伝道本

部 事務 所で監督長老 として働 いた。 ロ

ン ドンのメ ソジス ト派 の有名 な牧師 と

親 しくしたので，メ ソジス ト少年団 プ

ログラムを ６ヵ月以上 にわたって指導

す るように招請 された りもした。

アシュ トン長 老が伝道 す る前 および

伝道開始後半年の間伝道部 長 で あ っ

た， ヒュー・Ｂ・ブラウン長老 は，「彼 は

常 にどこでで も何にでで もこたえる」

長老で あると言 ってたたえ，次 のよう

２７４

も

アシュトン長老の生活で，スポーツは

大事な役割を果たしている。これは，

彼が，２人の友人に，テ＝スの大事な

ポイン トを教えているところ。

に書いた。 「この伝道部で私が心か ら

注 目した若い宣教師はあなたをおいて

な く，あなた以上に影響力を与え協力

を示 したものは外にいなかった。」

若 きマープ ・アシュ トンは少女 に非

常な人気があったが，高校卒業の夜ま

で正式 なデー トは した こと が な か っ

た。相手 の名 はノーマ ・バ ーン トソン

であ った。バ ーン トソン家は，勤勉 な

ノルウェー系 の家族 で， アシュ トン家

と同 じワー ド部内で あり， １町位離 れ

た所 に住んで いた。 ジ ョン ・バー ン ト



騨鞭鱒繍鞭嚇磯一
じ ぞ じ

ド ドをノ じ ベ ド も ち ドツ ヒ 　ヂ 　一
ソンは建設会社 をや って いて，家の裏

庭にはテニス コー トがあっナこ。 ノーマ

とマーブがお互 いに最初 にひかれ たの

は， テニスによってだったか もしれ な

い。 とい うのは，最初 のデー トの前 に

二人で よ くテニスを した り， ワー ドの

外の活動に も参 加 していた か らで あ

る。 ２人の間の ロマンスは大学 を通 じ

て深 まり，１９４０年 ソル トレー ク神殿 で

結婚 した。

それ は二人の若い傑出 した教会 と地

域 の指導者 の結びつ きで あった。 ノー

マ ・アシ ュ トンは絶 えず教会 に活発で

あった。彼女 はまた， ユタ大学で， 自

分 の女子学生 クラブの役員で ある。女

子学生連盟 の会長 を しなが ら，優 等で

卒業 し，課外活動 も優秀で あった。 ノ

ーマは教育専攻 で学位を とり， マーブ

が伝道 に出る前 は学校で教 えていた。

２人 は， マーブが伝道か ら帰 ってか ら

１年 とち ょと交際 を続 けたあとで結婚

した。 マーブが １度 な らず， 「ノーマ

は，私 に とって最上 の人 だ」 というの

を聞いた ものである。

結婚前， マーブはあいてる時間 のほ

とん どを家作 りに使 った。 とい うのは

彼はいつ も花嫁を迎 え入 れ られ る家 を

作 りたい と願 っていたか らであ る。抵

当を な くし，収 入を補 うのに，一 時に

５ない し６戸，ほかの家 を建 ててそれ

を売 り払 った。 「私 はいつ も家を抵 当

に入れて お くのは気持がよ く な い の

で，で きるだ け早 く支払 って しまいた

い」 と語 った。

アシ ュ トン兄弟姉妹 は ４人の子供 に

恵 まれている。 ジ ョンは弁護士で英国

南伝道部 で伝道 し， ステ ィーブンはニ

ュー ジラン ド南部伝道部か ら帰還 し，

大学 で社会事業を研究 してい る。娘の

デール （ジ ョン） ウ ィー ドンはユタ大

学の卒業生 で現在 アイダホ州 のボイス

に住んでお り， ジャニスはブ リガム ・

ヤング大学 に在学中で ある。 １人 の孫

もいる，，

アシ ュ トン長老夫妻の結婚は理 想的

な もので， イエス ・キ リス トの福 音の

光 に照 らされ た幸福 な家庭生 活を送 っ

てい る。愛 と働 きで満 たされた家庭で

マーブ とノーマの ２人 はいつ も教会の

仕事 で忙 しい とは言 え，お互い にお ろ

そかに した り，子供 を見過 ごす ような

ことは決 してなか った。１９６８年以降 ノ

ーマは扶助協会 中央管理会 の一員で あ

ったが， それに先立 つ数年間， マーブ

がＭ ＩＡの中央管理会員 の時 は，彼女

はワー ド部 やステーキ部 のＹＷＭ ＩＡ

会長を勤 めた。 ノーマは教 会内 で役職

につかない時期は １度 もなかった。

マーブにとっては２１年 間毎週水曜 の

夜 は中央管理 会の集 会があ ったが，残

った家族 は時折デ ゼレ ト体育館 で水泳

を楽 しんだ。 そ して帰 り道，時々父親

を待 ちうけて はもてな しを した。「そ う

いうわ けで，私が家族中で一番泳 げな

いのはちっと も不思議 ではないんだ」

とアシ ュ トンは しゃれ こんでい る。

Ｐ ア シュ トン家 はワー ド部 や近 所の若

者 のたま り場 にな って いる。 アシュ ト

ン家 の人 々は若 い人 も年老 いた人を も

心 か ら認 めて愛情 をいだ いてい る。 ア

シュ トン家 の人 た ちは皆，素晴 しい主

人役 として知 られ てお り，や って くる

２７５



人たちのために有益 な もて な しを準備

す るのでど こで も評判が よい。

アシュ トン長老 は以上 のほか に，市

民活動に も参 加 した。 今まで スカウ ト

プ ログ ラムに興味 を もち，息子 と共 に

イーグルの ランクを持 って いる。 アシ

ュ トン長老 はス カウ トプ ログラムに貢

献 した ことで シルバー ビーバーとシル

バーア ンテ ィロープ賞 を受 けて おり，

国の委員，地区幹部委員， グ レー トソ

ル トレー ク評議会 の幹部委員 と して奉

仕 した。 １９６０年， ユタ州の ホワイ トハ

ウス青少年大会委員 に任命 さ れ て い

る。 １９５９年か ら１９６３年 まで はユ タ州議

員 として有能 さを賞賛 され，顕 著な仕

事 を果 た した。

人 の価 は， その人が交わ る人 々の生

活 に与える影響 によって決 定 される。

ここに， アシュ トン長老 と親 しく交 際

して いる人の言葉があ る。

「長年 の仲間 と して
，彼 が背丈 で も

霊 の上で も高 い人であ ることがわか っ

た。強固で はあって も頑 固ではな く，

仕事 や責任を恐れず， 自信 を与 えて く

れる人で ある。良 きチ ームプレーヤー

で，温和 な， いつ も微 笑をたたえてい

て友好的で，一緒 にい ると楽 しくな り

近づ きやす く，人の言 うことに耳 を傾

け，若 々 しくて若者か ら愛 され， スポ

ーツの良 き友で
，実際にや っている時

とただ見て いる時 にかかわ らず フェア

プ レーを強 く叫ぶ，良 きス ポー ツマ ン

シ ップの持 ち主であ り，物事 を良 くな

２７６

ア シ ュ トン長 老 は ２１年 間 ， ＹＭ Ｍ ｌ

Ａの 中 央 管 理 会 と 中 央 管 理 会 会 長 会で

働 い た 。これ は ，デ ピ ッ ド・０ ・マ ッケ イ

大 管 長 （当時 ）， ジ ョセ ブ ・フ ィー ル デ

ィ ン グ ・ス ミ ス十 二 使 徒 定 員 会 会 長 ，

Ｎ ・エル ドン ・タナ ー 副 管 長 ， ＹＭ Ｍ

ｌＡ中 央 管 理 会 会 長 Ｇ ・カ ル ロス ・ス

ミ ス兄 弟 （中 央 ）， そ して カ ー ル ・Ｈ ・

ビ ュ ーナ ー ， ま た ， ＹＷ Ｍ ｌＡ中 央 管

理 会 会 長 会 の フ ロー レ ンス ・Ｓ ・ジ ャ

コ ブセ ン， マ ー ガ レ ッ ト ・Ｒ ・ジ ャク

ソ ン， そ して ドロ シー ・Ｐ ・ホ ル ト姉

妹 らと 一 緒 に 撮 った も の で あ る。

す人で ある ことがわか った。」

以上の ような ことが， この神 権時代

に，・イエス・キ リス トの教会の７９番 目の

十二使徒評議 員 と して召 されたマー ビ

ン ・Ｊ ・アシュ トンの横顔 である。

アシュ トン長老の事 務所 の壁 には，

彼の生涯 を象微す るよ うなイ ンデ ィア

ンの格言が掲 げ られてい る。 「よ く聞

け， さもない とお前 の舌 はお前 をつん

ぼ に して しま う。」 １９７１年 ４月２０日，

アシュトン長老は常に市民活動にも

関心をもったが，これは，代表者大会

で （議会のための）候補者を推せんし

ているところ。



１９５９年から１９６３年にわたって，アシ

ュトン長老はユタ州議会議員を務めた

が，共和党，民主党双方から賞賛を博

した．これは１９６１年，現ユタ州担当国

務長官であるクライド・ミラー議員と

撮影したものである．

１９６９年 １０月 以 降 ， ア シ ュ トン長 老 は 教 会 の

社 会事 業 プ ロ グ ラ ム の運 営 委 員長 で あ った 。

こ れ は ， か わ い い イ ンデ ィ ア ン少 女 ポ ー リン

・マ ー チ ンを 囲 んで ，十 二 使 徒 評 議 員の スペ

ンサ ー ・Ｗ ・キ ンボ ー ル会 長 代 理 や リグ ラ ン

ド ・ リチ ャー ズ長 老 らと 写 し た も ので あ る。

アシュ トン長老 は， ブ リガム ・ヤング

大学 での祈薦 の時 間に， 「彼 は何 も答

えなか った」 と題す る話 を した。 この

素晴 しい話の主 旨は，時折，最 も効果

的な説教 や，最 も説得 力のある話や，

最 も甘 い調子 ，また最 も鋭敏 な反応 は

完全な沈 黙の中に表 わ され る もので あ

るということであ った，，ア シュ トン長

老 は， 「今は，筋 肉の音色 ，頭脳 の音

色 そ して霊的な音色 が，沈黙 の うち

にそれぞれが最 も効果的に話ができる

時期である」と語った。

主のみ業のため教会中を旅する時，

聖徒はアシュトン長老が沈黙の説教者

であり，高い道徳心，知的肉体的音色

を放たれるのを敬愛 している。アシュ

トン長老は，神と同胞を愛 し，なによ

りもまず教会の義務を果た し，他の人

の話をよく聞き，語ること少なくして

多 くを言い，どこででも，神の子供を

慰め，勧告す るのに好 んで次 のよ うに

言 ってい る。 「自分の現在 の状態か ら

出発 しなさい」 と。また とま どってい

る家族 には， 「お互にあ きらめて しま

うと家庭で失敗がは じま るばか りであ

る」 と忠告 してい る。 ア シュ トン長老

はイエス ・キ リス トの特 別な証 人 とし

て ふさわ しく思われて きたのであ る。

１ ハンドボールのポールを使って木製の

ラケットで打ちあって試合をする。

２７７

』
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指導者の関心を表わ してい る。

教会 は大衆の要 求に歩み寄 ってはな

らない。 タバ コをすい， コーヒー， ア

ルコール類を飲む人は，今 日の ミニス

カー トと同様，教会の確 固 とした標準

と確か に相 いれない もの と して遠 ざけ

られ ている。

今 日教会 はいまだかつてない ような

す ば らしい若者を擁 してい る。 この若

者 たちは， え り抜 きの霊で あって， こ

の最 も問題 の多 い重大 な時期に地上 に

送 られて きた。地上 に神の王国を打 ち

建 て るという偉大 な責任を課せ られた

この若者 たちは，厳 しい問題をかかえ

てい る。

この偉大で重要 な責任や課題が，最

も困難 な時代 に直面 して いる。悪の力

が これほ どまでに狡猜で誘惑的だ った

ことはない。 あ らゆる見事 なもの，良

きもの，我 々を高 めて くれ るものが，

いた るところで軽 んぜ られ，弱め られ

落 ち 目になっているように思われ る。

そ して両親が気持 よ く自己満足 にひた

って，誤 った安心感へ となだめ られて

い る間に， あ らゆ る悪 しき ものが若者

をね らってい るのである。

シオ ンにあ って 「万事 よろ しい」 と

は言 えない。 モル モン経 の中で霊感 を

受けた予言者 はまた塔 の上 の見張 り番

として今 日を予見 し，警告 を発 して い

る。

「ご らん， その時に悪魔 はある人々

の心 に入 って荒 々 しい行 ないを させ，

また この人 たちに善 い こと を 怒 らせ

る。

またほかの人 々をなだめ， この人た

ちをすか して肉欲 をほ しいままにさせ

るか ら， その人 々は 「シオンの中で は

万事 よろ しい。 シオンは栄 えて実 に何

事 もみなよろ しい』 と言 う。 このよう

に悪魔 は この人 々をだ ま し，心を配 っ

て地獄 へつれてゆ くのである。

悪魔 はまたほか の或 る人 々にへつ ら

って この人 々を迷 わせ，地獄 はない も

のであ ると言 い， また悪魔 はな いもの

であ るか ら私 は悪魔で はないと言い，

このよ うに耳 にささや いて一度かか っ

た ら決 して逃 れ られない恐 ろ しい鎖 で

とうとう縛 って しまう。」

２８０

「それで あるか らシオ ンでのん きに

暮 らす者 は禍で ある。

何事 もみな よろ しい と言 う者 は禍 で

ある。

実 に人 の誠 命 に聞 き従い，神 の権能

と聖霊の賜 とを しりぞ ける者 は禍 であ

るｏ」 （皿ニーファイ２８：２０－２２，２４－

２６）

主 は近代の予言 者を通 して我 々に神

聖 な義務を与 えてお られ る。

「誠 にわれ汝 らすべてに告 ぐ
，汝 ら

起 ちて己が光を輝 かせ。 これ汝 らの光

よろず の国民 のはた じる しとな らんた

め」 （教義 と聖約１１５章 ５節）

「す なわ ちシオ ンはその美 と聖 とを

増 し， その境 域 は拡が りそのステーキ

部 は堅 うせ られ ざるべか らず。 われ誠

に汝 らに告 ぐ， シオ ンは起 ちてその美

しき衣を着 けざるべか らず と。」（教義

と聖約８２：１４）

「この故 に
，汝 の心をは り上 げて喜

べ。汝の腰を引 きか らげ，わが物 の具

を ことごと く身に甲 うべ し，汝悪 しき

日に遭 いて立 ちむかい，すべての こと

成就 し立 ち得んためな り。」（教義 と聖

約２７：１５）

我々 は教会の若 者を愛 してお り， ま

た主 も若者を愛 してお られ るのを知 っ

ている。教会は， この若者を助け救う

ための権利を１いかようにしてでも全う

したい。若者は我々の未来であり，我

々は彼等を信頼 している。我々は，若

者が幸せであってほしいと願 って い

る。各自が選んだ分野で成功 してほ し

いと願 っている。日の栄光の王国で昇

栄するよう願っている。

若者に言おう。あなたたちは永遠の

存在者なのだと。生命は永遠であると。

悪事をなして正義を思うことはできな

いと。立派で有益な，喜びにあふれた

生涯を送るには，それだけのものを支

払わなければならないのだと。そのよ

うに生 きるなら，深い後悔もな く，心

の痛む思いもしないであろうと。その

ように生きるなら，それな くしてはだ

れであっても最善が尽 くせない見えざ

る力に手が届き，戸をたたいて求める

ことができるであろうと。

物事にはすべて表裏が必要である。

選択の自由は神が与えたもうた永遠の

原則である。主に従って，サタンのわ

なや狡猜な計略か ら逃れるのが，我々

の務めである。それは容易なことでは

ない。

この人生を実験室にして，顕微鏡で

見るように他入の生涯を観察 し研究す



る ことがで きる。神につ く人が幸せ な

人 であるのに注 目せ よ。 「したいよ う

にせ よ」 と叫び，罪深 く快 楽にふけ る

享楽主義者 は決 して幸せで はない。彼

の虚偽 の歓楽 の仮面の下には，永劫 の

死 という避 け られない悲劇がひそんで

いる。黒 い影 につ きま とわれなが ら，

彼は有益 で幸せな生涯 を，麻薬， アル

コール， セ ックス， そ して Ｐック ミュ

ージ ックへ と
，一時的 な暗 い忘却 を求

めて売 り渡 して しまっている。

サタ ンの手 口を学ぶ と，サ タンが我

々をそそのか す方法 に気づ く。 サタン

は狡猜 で どこにどのよ うに打撃 を与 え

るかをよ く知 って いる。サ タンの攻撃

を最 も受 けやす い者 は若者で ある。青

春 は人生 の春で あり， あ らゆ るものが

新 し く映 る時 である。青春は冒険 と覚

醒 の精神 で満 ちて いる。健康 で はつ ら

つ とした肉体が形成 され，時には節制

に対す る警告を冷笑す る時 期 で も あ

る。青春 ははて しな く， しば しば年齢

とい う地平線が はるかかなたに しか感

じられ ない時であ る。 このよ うに 「今

を楽 しむ」人々 は，現在 が間 もな く過

去 になり，その生涯 を無 為に過 ご した

か，豊か に過 ご したかをふ り返 る時が

来 るのを忘れて しま っている。若者 に

は， 「お代 は見 てか らのお帰 り」 とい

うサ タンの計略を制御 できない要素が

ある。 ま ことに悪魔 は多 くの手 口を用

い る。

サタンにとって，混乱状態 は効 果的

な環境 になる。今 日多 くの 混 乱 が あ

る。 サタンは混乱 を作 り出す のに種 々

の手 くだを使 っている。 その １つ は定

義 を こじつけるや り方で ある。麻 薬の

体験 を記述す るのに， 「現 実か らの逃

避」 とよ り正確 に記 述す るよ り，む し

ろ 「心 の広が り」 といった 言 葉 を 使

う。

「偉大 な伝統を もつ 自由 とい う言葉

も好んで混乱を ひきおこすのに用い ら

れてい る。暴動，爆撃 ，放火， そ して

殺人が 自由の名の もとに行 なわれ てい

る。わ いせつな ものが言論 の 自由を試

みて いる。 ポ嵐 ノや麻薬，不 道徳 が，

ミニスカー トや ヌー ドと共 に個人 の自

由 の表現で あると主 張 されている。放

縦 と無政府主義は これ らの誤 った自由

の所産で ある。

定義の混乱 はポル ノに も言 え る。子

供 はポル ノを見 きわめ ることができる

のに，今 日偉 大な法律家 と思われて い

る人々はそれが何 であ るか定義づ け ら

れないでい る。

寛 容はサタ ンの働 きに とって値 うち

のあ る言葉 であ る。 ２００年前， ア レク

サ ンダー ・ポープ１は 次 のように戒 し

めてい る。

「悪徳 は恐 ろ しきな りを した怪物 な

り。

憎 まれ るはず なのに， その顔 を しげ

く見つめる と，

初 めはがまん し，次 に哀れ になり，

そ して抱 き しめて しまうのだ 。」

（人間小論 よ り）

「あざけ りと混乱 は一つ にな
って働

きか ける。探求す る若者を混乱 させ る

のに，皮 肉屋 は混同 した隠喩を使 って

その若者 の批難を あざけり， 自分の身

を守 るのである。

このような皮肉 は，容易 に人 を笑 わ

せ， シ：オンにあって万事 よろ しい と安

心 させ るか もしれ ないが，それは悪魔

の惑 わ しなので ある。

「相対主義 の哲 学は真理 の永遠 の原

則を攻撃 す る。相 対主義者 は 『もしポ

ピュラーソングに卑わいな ものを連想

す るな ら，それはその人 がみだ らな心

を持 ってい るか らだ』 と主張す る。

この哲学 の論理 は連想 （暗示） の言

葉 を誤 ってい る。真 の叙情詩 には，少

しも卑わいな ものの暗示 はない もので

ある。

「ロック （ミュージ ック）が悪魔 の

狡猜 な手段 である ことに もし疑 いが あ

るな ら， その実 で判断すれ ばよい。 ロ

ックに陶酔 している者 たちの堕落ぶ り

が広 く宣伝 されて いるだけで もその悪

影響 を批難す るに十分で ある。 ロック

はつ いに，最近， マンモスロ ック音楽

祭 をやるまで になった。 この不健全な

祭 は何百 に ものぼ り，多 くの若者を悪

に染 ま らせて いる。今 日， ロ ック祭で

麻薬 やセ ックスや，暴動の祭にな って

ない ものが あるだ ろうか。」 （リチ ャー

ド・ニブ レイ）

主 のみたまは，人 を啓発 しキ ウス ト

に導 く者 を祝福 され るのである。 Ｌ Ｓ

Ｄ， マ リア ァナの使用 や， ス ピー ド狂

いで しかなおせないような人類 の退歩

ともい うべ きこの腐乱 した祭 の前 に，

主 のみたまは祝福 を与 え られ るで あろ

うか。見 るに恥ずか しいヌー ドや乱行

が下 品に人前 に さらされ る時 に，主の

みたまはそれ を喜 ばれ るだ ろうか。 ロ

ック祭 で使われ る言葉 は往 々に してみ

だ らな もので ある。原始的な偶像崇 拝

で使 われ る騒音で感覚を押 しつぶ して

しま うような ロックの音楽 は，霊の根

底 に対 し肉体 を賛美す る ものであ る。

長 い人類 の歴史 にあって，若者の ロ ッ

ク祭 はサタンが大 きな成功を収 めた も

のの １つである。古代 ギ リシ ャ，ローマ

の伝説 である，酒神バ ッカスの祭で さ

え， この麻薬，不品行，暴動，好色的

音楽 といった汚水だめ に見 られ る途 方

もないわ いせつ さとは比べ ものにな ら

ない。かの有名な ウ ッドス トックの祭

は，病め る国 の巨大 な現 象であ ったが

前例が ないほど卑わいな映画 や ロック

の レコー ドが， この我 々の山の家 で盛

大 に商売を してい るのであ る。

主 は言われた。 「すべて心 の歌 は，

われの悦 びな り。然 り，義 しき者 の歌

はわれに対 す る祈 りな り……。」 （教

義 と聖約２５；１２）

主 が喜 ばれ ることについて， モル モ

ン経典， ニーフ ァイ第三書 に次 のよう

に しる してあ る。’「……一同歌 い出 し

て神 を讃美 した……」 （皿ニーフ ァイ

４ ：３１）

サ タンが喜 ぶ ことについては， ニー

ファイ第一書 の中 に 「リーハイの子供

らとイ シメルの息子 たちおよび そめ妻

た ちはみな心 が浮 れ， おど りを おどり

歌 を唱い無礼 な話 を始 めた ……コ （１

ーニ ーファイ１８：９参照） とある
。

さて，音楽専門家 は次の ように指摘

して いる。 「ロ ックと麻薬 の文化 は新

しい方向 に向か ってお り，それを多 く

の牧師や音楽 産業界の者 が，金色 の雲

の裏側 に輝 く銀 色 と して声 をあげて迎

え入れてい る。宗教 ロックはポ ピュラ

ー音楽で 「トップ ・テ ン （上 位 １０番

内）」 に入 って いる。 ロ ックと 麻薬が

２８１



か もし出す状 況への抵抗 の もりあが り

は，健全な ように見せかける この新 し

い道徳に よってそ うされて しまって い

る。 しか し，宗教 ロ ックをよ く調 べる

な ら，悪賢 く変装 した反 キ リス トが仮

面 の下か ら顔を出すので ある。啓示 に

よる宗教を神話 に変 えることで， ロッ

クは罪 の実在を拒みなが ら正義 のマ ン

トであるか のようによそお う の で あ

る。罪 を認 めず して，新 しい道徳は，

見 せか けの聖衣 のかげに その不信心ぶ

りを続 けて ゆ くので ある。売れ行 きの

早 いアルバ ムは，イ エス ・キ リス トと

裏 切 りのユダの役割 をさか さまに して

い るが，それはイザヤの警告 によ くあ

てはまって いる。「わざわいなるかな，

彼 らは悪 を呼んで善 といい，善を呼ん

で悪 といい，暗 きを光 と し光 を暗 しと

す る」 （イザヤ ５ ：２０）

（リチ ャー ド・ニブ レイ）

教 会の指導者 が， このよ うな不敬な

やか らや背 教者 に向か って， その罪悪

を語 ろうと強 く感 じ，また１９７１年 ８月

号 の神権会報 で特別に項 目を設 け，教

会員 に注意を換起 したのは，何 ん ら不

思議 な ことで はない。

確ｉか に我 々は，イエ ス ・キ リス トの

回復 され た福音が全世界 に希望 を もた

らす最良 の時代 に住 んでい る。それで

いてまた， サタンが猛威をふ るう最悪

の時代 で もある。サ タンは，無慈悲な

ほ ど精 力的 に刈 り入れ に突 き進んでい

る。

このサタ ンの計略を どのように して

妨 げ られるだろ うか。昨年度のＭ ＩＡ

の テーマ聖 句は，従 うべ き良 い手本を

示 して くれ てい る。教会の信仰箇 条第

１３条は大切 な鍵 を秘 めて いる。 「……

も し何 にて も，徳高 きこと好 ま しきこ

と，よ き聞えあ ること， あるいは褒む

べ きことあ らば，われ らは これ らをた

ずね もとむ るな り。」

しか し我 々は本 当に求 めているだ ろ

うか。求め ることは努力を 必 要 と す

る。

レコー ドの収納箱 は，色彩豊か な，

時 には無彩 色の ジャケ ッ トと一緒 にな

って若者を手招 き し， おろかな商業主

義 の大 きな積荷 の下 で，徳高 き，好 ま

２昌２

しき多 くの大作を葬り去っている。

テレビやラジオは，大衆の凡庸さに

近づ くことで，人をひきつけようとし

ている。テレビやラジオが生み出すほ

とんどの番組は好ま しいとは言いがた

くなってきている。 このテレビや ラジ

オの発明者は主のみたまに導かれてい

た。が しか し，ひとたびテレビや ラジ

オが世間に良い作品を紹介すると，暗

黒の力は，我々を破壊するのにテレビ

・ラジオを もてあそばうとし始めた。

蓄音機，映画，ラジオ，そしてテレビ

と，各媒体 に，それぞれの発明者の意

図を転 じて下落させようとした跡が容

易にうかがえる。

音楽が行動に与える影響を長年研究

してきた音楽家の言葉か ら引用したい

と思う。
「サタンは，音楽に，野蛮なけもの

をなだめた り，かりたてたりする魔力

があるのを知っているのである。音楽

に雰囲気を作 り出す力のあることは，

ハリウッドが始められる前か ら知 られ

ていたことである。雰囲気は環境を作

り出す。環境は行為に影響を及ぼす一

バビロンやエノクの町の人々の行為の

ように。

サイケデリック調のものが響いてく

るラジオやレコードを聞いて吐き気を

催す両親は，不平を言 う前に，自分自

身の集めたレコードの リス トを調べる

方が良い。その不平の種に な る もの

が，たとえ小さなものであったり，一

見何の変哲もなかったり，使われてい

ないとしても，その不平の種は，両親

に向けられる。幼児のものまねという

肥沃な土壌に文化の種は最 も良 くまか

れる。十代になってか らどんなに批判

しても，幼年時代に模範を示 さなかっ

た失敗を償うことはできない。 自分が

英雄視される機会を失った両親は，十

代の英雄との間に断絶を残 して しま

う。」（リチャー ド・ニブレイ）

今 日魔力に魅せ られているこの英雄

の大半は， もはや品位 もなければ，や

る気 もなく，謙遜さもなければ，正義

も感 じないでいる。書籍や雑誌，新聞
一特に若者の欄一を見ると，若者はみ

だ らで，卑わいで，不 品行 で，貧 欲

で，ある場合には残酷でさえあるのを

知る。若者が称賛す塔仲間が若者の前

に繰り広げるような生活は，今日ここ

にいる我々が実に避けねばならないも

のである。 この醜い生活の模範か ら若

者の感嘆をそらすには；小さい時から

始めなければな らない。子供の世話や

養育にあたっては，肉体的，精神的，

知的生活と同様に情緒的生活について

も関心を払わなければならない。

今 日程，若者にとって，この世にあ

ってこの世の者でない．ことが非常に困

難な時はない。 しか しその重荷を両親

は共に分け合わなければならない。家

庭の夕べはサタンの攻撃に対 して，重

要なとりでとなる。Ｍ ＩＡのプログラ

ムはあらゆる悪の影響か ら若者を守り

世の中の誘惑を拒んで空白になってい

る彼 らの心を満たしてやらねばならな

い。また もちろん，あ らゆる問題，個

人的疑問に対 しすばらしい万能薬 とな

るのは祈り，朝な夕な個人で家族でさ

さげる祈りである。

批難 し不平を言うおとなは，関心を

持ち理解を示すおとなほど効果をあげ

得ない。純粋な若者には愛と理解のみ

が有効なのである。また若者が純粋で

あるには，愛によって彼 らを励ま して

やらねばならない。若者が正 しかろう

が，悪かろうが，我々は彼 らを愛 さね

ばならない。 こうして若者に，識別と

学ぶ機会を与えることができる。 しか

しまた，若者には正 しい選択を与えね

ばな らない。今日，多 くの人はそのこ

とに失敗 している。

確かに 「社会の中で神聖さを汚すこ

とがきわめて一般的になり，次代を担

う者がそのはなはだしい圧力の もとで

光の道 と暗黒の道を正 しく選ぶことが

できない時代がやってきている。」

我々が両親としてまた若者の指導者

として，若者に 「正 しい選択」を与え

る力と良き分別を持ち合わすことがで

きるよう，心からへりくだってイエス

・キリス トのみ名により祈るものであ

る。アーメン。

１．アレクサンダー ・ポープ

（１６８８－１７４４）英国の詩人
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レイ ナ ・カーホンは家 の前 の階段を軽やか にかけ

のぼ り，居間に入 った。 「お父 さん，い る ？」

「台所 だ よ
。」

彼女 は台所の廊下 へ行 った。父 はス トーブのかた

わ らで，小 ナベの中身 をか きまぜ てい た。 「お まえ

はまた忙 しくて夕食 の した くがで きないと思 ったか

ら，ス ープのか んづめを切 ったと ころなんだ よ。」

レイ ナは罪の意識 におそわれ た。彼女 は自分 と父

だけ しか家にいなけれ ば，か えって気楽だ ろうと思

っていたのであ る。 チ ャールズ は仕事 に行 き，母 は

ア ンの初 めての出産 を手伝い に出かけたのだが， レ

イ ナは， 父の食事 や衣類 の世話をす ると約束 してい

たのだ った。彼女 は， 自分 は少 しだ ら しなかった と

考 えた。

「お父 さん
， ごめんなさい。早 く帰 らないで。 デ ビ

ー と話 して いて時間を忘 れていたの
。 トース トもい

るで しょ。」

「いいんだ よ
。で も， 早 く帰 れた らよか ったね。」

「ああ，大変。 こんな におそ くな っちゃ って。 ダ

ンスの装飾委員会に行かな くちゃな らなか ったの。

走 った らバ スに間に あうで しょうね。」

レイナは急 ぎなが ら，父は退屈 な １日を過 ごすだ

ろ うな と考 えた。父の口のまわ りの しわが いつ もよ

り深 く，顔色が さえない ように見 えた。

門の所で， レイナは扉 に手 をか け， ち ょっと立 ち

止 まった。本 当は戻 って父にデザ ー ト位 は作 って あ

げ るべ きだ った。 しか し， レイナは学校の講 堂の飾

りつ けが途 中で，音楽 がまだ決 まって いないことを

思い出 し，門を しめて， バスの停留所へ か け だ し

た。

家へ帰 る頃には， す っか り日が落 ちていた。窓 は

みな暗 く， レイナは，父が ど こへ行 ったか心配 しな

が ら台所の灯をつけた。 スープは手が つけ られない

ま まテーブルの上 にあった。 ひや っと冷たい ものが

体 を吹 き抜 けた。

「お父さん ？」彼女が居間の ランプをつけ ると
，

父 は長椅子 に横 になって いた。握 ったげん こつを胸

の上 に置 き， 目を閉 じて いた。か けよってひざまず

「

ヨ
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くと，父は苦 しそうに荒い息づかいをしていた。
「まあ，お父さん。どうしたの ？ 何があったの。」

彼女は叫んだ。

父は目を開いて， 「心臓だ」というと，ぜいぜい

あえぎなが ら言った。 「医者を……」

レイナは電話にかけよった。指 はひどくふるえて

医師の自宅の番号をまわすのもむずかしいほどだっ

たので，緊急時の電話番号が控えてあったのがあり

がたかった。シャノン先生が， 「２， ３分で救急車

が行きます。病院で会いましょう」と言 って くれた

時，彼女は感謝の祈りをつぶやいていた。

しか し， ２人が病院に向かっている間は１５分余 り

であると知 りなが ら，レイナにはその時間が恐ろし

く長いように思われた。担架に乗せられている意識

も少ない父を見なが ら，彼女 は繰 り返 し自分に言い

聞かせていた。 「もしお父さんが死んだら，私はど

うしたらいいかわからない。」 彼女の日々をやさし

い腕で包んで くれたおだやかな良い父がいない生活

はいったいどのようであろ うか。彼女は，父のいな

い世界は恐ろしさ以外何もない世界であると知 って

いた。

病院に着 くと，父はせわ しげに人の行きかう長い

廊下を，押されて行った。父が見えな くなったあと

も， レイナは何を して良いかわからずそのまま立ち

つくしていた。間もなく看護婦が来て，受付で入院

手続きをするようにと言われた。

受付の女性は にお父さんは保険証を持ってきまし

たか」と聞いたが，父の財布 に保険証があるかどう

か レイナは知 らなかった。

その女性は 「保険証があるのでしたら持って来さ

せます。それか らお返 しします」 と言 った。

数分 して，白衣の青年が父の財布を捜 して保険証

を持って来て くれたが，その時レイナは父の容態が

むずか しいことを直感 した。彼女は財布 を 受 け と

り，す りきれて柔 らか くなったしなやかな皮の感触

を手に感 じた。受付の女性に必要な物を手渡 してか

ら，夜までには帰 ると言 っていた母に電話を しに立

った。そ して待合室にすわりなが ら，彼女 は父の物

だというだけで慰めが得 られ るかのように，財布を

しっかり握 りしめていた。

財布の中には大事なものがたくさん入っていると

思ううちに， レイナはいつか父が持っていた，夏山

でとった自分とチャールズとアンのスナップ写真の

ことを思い出 した。彼女はその写真がまだ財布の中

にあるかどうか，財布を開いてみた。すると，きち

んとたたんだ １枚の紙が，財布から落 ちた。

彼女は何気な くそれを開いてみた。数行の言葉に

ざっと目を通す吐，それは １週間前の新聞の切 り抜

きで，自分が感動 した記事であることに気がついた

が，父 もそれ を読 みとって おいたのだ った。 レイナ

は 自分 の悪か った ことを痛切 に感 じた。

彼女 は切 り抜 きを もう一度読 んだ。 「私 は５５歳 に

なろ うとして いる者で，家族のため にい っ しょうけ

んめい働 いて きま した。子供た ちは必要な ものをみ

な持 っています。 なぜ子供た ちは，私 を， 自分た ち

を愛 して いる者， 自分 たちの愛を必要 と してい る者

として考 えて くれ ないので しょうか。息子 や娘の １

人で も私 の手 をとって 「お父 さん，大好 きだ よ』 と

言 って くれ るな ら， どんな ことを して もいいほ どう

れ しい ことで しょう。」

レイナは涙で ほおをぬ らしなが ら，ていねいに切

り抜 きを折 りたた んだ。 「ああ，お父 さん。 死なな

いで。今 まで気づかず にいた ことを，お父 さんに言

いたいの」 レイナは心で叫んだ。

時間 はゆ っ くりと過 ぎてい った。 レイ ナは休 みな

が ら目を閉 じて，父 とのい ろい ろな小 さな出来事 を

思 い起 こして いた。学校に通 っていた幼 い頃，父 が

気づかず に大 またで歩 き，文句を言 うと，笑 いなが

ら彼女 にあわせて歩幅を小 さ くして くれた こと。誕

生 日のことも心 に浮かんだ。 父が プレゼ ン トに買 っ

て くれた は く製の虎が大 きす ぎて包 めず，恥ずか し

そうに して仕事か ら帰 って きた こと。

大 きな ことも思 い浮 かんだ。盲腸 にな って寝 てい

た時， 目を さます と，ベ ッ ドのわ きにお父さんがほ

ほえみ なが ら腰か けていた こと。 お父さんの顔 を見

たとたん に，す っか り良 くな った と思ったっけ。 デ

ー トに出か けた夜の ことも思い出された
。 デー トに

出か ける時，父は 「おまえは信頼 でき る子 だ とい う

ことを，父 さんた ちは よ く知 ってい るよ」 と言 った

ものだ った。

シャノン先生 が部屋 に入 ってきた。 レイナはさっ

と立 ちあが り，彼 のそばにかけよ った。先生 は腕 を

組んだ。

「終 った よ， レイナ。 お父さんは休ん で お られ

る。」彼 はや さ しく告げた。

レイナはほ っと息 をついて尋 ねた。 「父 に会え る

で しょうか。」

医師は うなついた， 「いいよ，で も少 しだ けだ 。」

ゆ っ くりと， そ して幾分気恥ずか しげ に， レイナ

は父 の部屋へ入 り，父が寝て いる高 でて狭 いベ ッ ド

に近 づいていった。彼女 は，いつ も忙 しくて活 発な

お父 さん と，何 と違 う静かなお父 さんだ ろうと感 じ

た。顔 は白か った。 しか し，額 の しわは薄 くなって

いるよ うに見えた。 目は閉 じられていた。

レイナは椅子をベ ッドの近 くへひ き，腰 をおろ し

た。そ して，父をみつめ，ほほえみを浮か べて，父

のが っ しりと した手 に 自分 の手 をのせ静か にささや

いた 「お父 さん，大好 きよ。」

２８５



日本中央伝道部
も

パッカー長老特別大会

４月１８日，パッカー十二使徒を迎えて，岡町支部で特別大会を開 きま

した。パ ッカー長老は１９４５年に，伊丹空港に空軍将校 として勤務 された

ことがあり，モルモン経を翻訳された佐藤龍猪兄弟姉妹に大阪の軍人大

会の折，関西学院大学のプールでバプテスマを施 したこと，その時から

日本に伝道が再開され， １週間前に大阪で １，３００人 を上回る大会を開 く

ほどに進歩 していること， 日本に対する神様のみこころ，特に彼の貴重

な体験の中に日本人がいつも関係 していることなどについて，詳 しく話

されま した。 この話を通 して，彼が日本人に対 して持っている深い愛を

感 じま した。

その他に伝道部長 としての在任中の素晴 しい話の数々を聞き，大会に

出席 した私たちは，御霊に満たされ，清い水に洗い流 されたような，す

がすが しい思いで，パッカー長老に別れを告げま した。

伝 道 部 短 信
４月 ８日， ミッションホームで，最初の マスターＭ メ ン， ゴールデ ング リーナー

賞 を得 た兄 弟姉妹 のバン クェ ッ トを催 しま した。

来年 は互 いに多 くの兄弟姉妹が，賞を得て このバ ンクェ ットに参 加 され るよ う希

望 します。

周藤珠彦兄弟，逝去 さる
１９５１年１１月２５日６４才 で改宗 して以

来，２！年 間，熱心 に教会 のために働

いて来 られ，最近 ４年 間は，特 に伝

道部系図委員 として働 いて来 られた

周藤兄弟が，去 る４月２０日遂 に８５才

の天寿を全 うして，神 に召 され ま し

た。次の文は彼 が， ミッシ ョン リー

ダーにあてて書 かれた ものです。再

読 して系図の仕事を通 して先祖の救いのために働 く決意を新

たにしましょう。彼 もまた霊界において，私たちの働きを見

守っておられ，彼自身，霊界の人々に，熱心に伝道をしてい

るに違いありません．
「愛には酬いを望まないのが本体でありますが

，凡夫には

純粋な愛 というのが少ない。酬いられない愛， これが生 きた

人間には得にくいものですが死人に対する愛こそ酬を望まぬ

愛であろう。 これが天に積まれる宝であろう。

死人は目には見えない。 しか し人情 としては何とかしてあ

げたいという気持が湧 く，それが仏教ではお盆や正月や命 日

が来 ると仏事を営んで死人に奉仕をして来た。それは生ける

人にするように真心か ら親切にしたことは浄土宗や真宗の家

に育ったものはよ く体験 しておる所であろう。それがキ リス

ト教になると，こんな行事はないので死人に思いをかける機

会はないのであります。然るに我が末日聖徒イエス ・キ リス

ト教会においては系図を探究 し，系図を作成 し，神殿の儀式

を執行する。而 してそれが永遠の生命につながる。仏教では

迷信または自己満足に外ならないが，我が末日聖徒イエス ・

キリス ト教会においてはこの仕事は，実弾でありことごとく

これが的中するのであります。そして酬いを望まず無料奉仕

である。これこそ愛の実践 として純粋なものであります。

これをなすためには時間を費やさなければなりません。時

間は生命の一部であります。 これを犠牲とするのです。調査

し資料入手のためには旅行 もしなければなりません。家々に

伝わる系図も調べなければなりません。位牌，墓所，寺の過

去帳，縁りの地の神社仏閣，郷土史，図家歴史，それ らの資

料を得るため図書館の利用等々相当の出費，体力と精神力と

時間とを要 します。そ してその苦勇に酬ゆるものは現世にお

いては何 もありません。ただ先祖や親戚の死者が救われた満

足感の外何物 もありません。

その返って来ない所に美点がある。すなわち真の愛と言え

る点がある。酬いを望 まぬ奉仕 こそ真の愛である。これを実

践する大きな仕事の一つが系図作成作業である。すなわち系

図を作成 し，苦心惨憺系図協会にまで送 り神殿の儀式にあず

かる何 と美るわ しいことでありま しょう。

会員 として是非 このことを実行 して戴 きたいと存 じます。

か くして 「シオン山の救手達』として取 り立てられる所以で

あります。

２８６



日 本 東 伝 道 部

初 の地 方部 バザ ー で３０万

東 北 地 方 部

３月２０日 （春分の日）に東北地方部で初めての地方部バザーを開

きました。

これは，

１．共に働き，労苦と喜びをわかち合うことにより会員同志の愛

と信仰を増す。

２．最も確実で成功率の高いバザーの方法を地方部の全員が身に

つける。

３．すべての支部伝道所が自分達で獲得 した予算を持つ。

を目標 として，会員の捧げ物 （寄贈品） を中心に行なうことにな り

ました。

準備期間は １カ月そこそこで したが，各地より３，４６２点 という多数

の寄贈品が寄せ られました。１８，１９日は地方部大会で したので，１８

日には参加者全員で寄贈品の登録分類や ８千枚のチラシ配 りをしま

した。仙台市内を地図でブロックに分け，チームを作 って １軒 １軒

に配 る方法なので，伝道活動にもなりました。

さて，当日は，朝から無情の雨が降 り続 いていましたが，行楽に出

かけないという意味では，かえってバザーに幸いしたかも知れませ

ん。午後 １時から３時半までのわずか ２時間半の間に３０万を越える

売上げとなったので した。もちろん会場 には開場前から客が押 しか

け，行列するありさまで，開場後 １時間あまりは押すな押すなの混

雑ぶ りでした。

会員たちは午後 ２時か ら買ってもよいことにしたのですが，閉店

まで時間 もな く，衣料品などじゅうぶん見 る余裕がない よ う で し

た。もしその時間があった ら売上げはもっと伸びたことで しょう。

私たちは，このバザーによって，物質的な活動の奥にある霊的な

祝福を豊かに受けたことを感謝 しています。 ４月には八戸伝道所が

さっそくこの方式でバザーを開催， ４万円以上の収益をあげていま

す。

２８７



日 本 伝 道 本 部
も

西地方部 セ ミナー開か る

よき天候 に恵 まれた，天 皇誕生 日の休 日を利用 して， 日本

伝道部，西地方部の セ ミナーが開かれま した。主催 は地方部

長会，参加者 は地方部評議員，地 方部補助組織役員， そ して

各支部 の支部長 たち，場所 は伝道本部で，泊 りこみの特訓 で

す。 （西地方部 には，浜松，静岡，沼津，小田原 ，長野，松

本， 甲府 の各支部が あ り，富士 と諏訪 に支部の卵 が あ り ま

す。全部 で ８８０人 ほどの兄弟姉妹 たちがい ます 。）

まず ４月２８日の夜 ７ ：３０か ら１０：００まで，簡単な紹介のあ

と， 「三人 の見証者」， 「家庭の夕べ」， 「ホームティーチ ン

グ」の フィル ムをみ ることができま した。２９日は朝 ６ ：３０か

仕込 みのおい しい料理 に姉妹た ちの食欲 のすすむ こと，すす

む こと……）午後か らは，ケース・スタデ ィーをお りまぜ た，

ブ レーン ・ス トー ミングのセ ッシ ョンです。 「私 は， いかに

責任 をはたすか」 というテーマに もとついて，人材 を育 てる

こと，．良 きコ ミュニケーシ ョン，教会内で の結婚等 々，各支

部 共通の悩み と，解決策 をみんなで考 え合 いま した。

この地方部セ ミナーで得 た ことを次 の機会 にどう実行 にう

つせ たかを話す ことがで きることを祈 りつつ，夕刻 ５ ：３０頃

閉会 しま した。

写真説明

上右 新しく組織された日本西地方部の役員の方々

上左より，青柳地方部長，広瀬日曜学校会長，井原ＹＭＭ ｌＡ会長，

笠井地方部評議員，辻本地方部評議員，阿部第一副地方

部長兼書記

下左より，小柳扶助協会会長，吉田初等協会会長，市川ＹＷＭ ｌＡ

２８８

らの勉強会で，宣教 師たち も顔負 けで した。教義 と聖約解説

を輪読 し，毎 日少 しずつ聖典 を読 む こと と，暗唱聖句を決め

て， ８ ：００に終 りま した。

８ ：３０頃か ら １時間 ほど，地 方部長会，評議会 と支部長会

が話合 いをす る機会が あり，１０：００か ら青柳地方部長 の司会

で， セ ミナーが始 ま りま した。まず，阿部 副地方部長が 「指

導者 に望 まれ ること」，青 柳地方部長 が 「指導 の大切 さ」 と

い う題で話 しま した。次 に伝道部の各補助組織の指導者 たち

か ら，い ろいろな話 しと，質問 と答 えの時間があ りま した。

中 にな ごやかな昼食 の時 間をはさみ， （アポ姉妹 のハ ワイ

会長，金原扶助協会書記

中央左 地方部合宿セミナーに集った伝道部，西地方部役員及び支

部長の方々

下右 西地方部内の支部長の方々

左より，岡村静岡支部長，大村浜松支部長，市川甲府支部長，山田

小田原支部長，手塚沼津支部長

１



東 京 ス テ ーキ部

武蔵野第 ６団誕生ノ

一第 ３ ワー ド部 ボ ー イ ス カ ウ ト．

去 る ２月 か ら第 ３ワー ド部 ではボーイスカウ トプログラム

が行なわれています。昨年 の ６月 頃か ら数人 の兄弟達が指導

者講習会に出席 した り， ボ ーイス カウ ト地区役員 と交渉 した

りして，今 年 １月 ５日に無事， 日本連盟 よ りボーイスカウ ト

日本連 盟武蔵野第 ６団 として認可 され ま した。団 の設立 まで

には監督会や リーダ ー達 が子供 の募集 や資金集 め， そ して説

明会 とたいへんな苦労があ りま した。

現在武蔵野第 ６団には カブス カウ ト （小学 ２年～ ５年），ロ

ーバ ースカウ ト （大学生及２４才位 ）がそれ ぞれ １２～ ３名ずつ

で活動 しています。 カブス カウ トは毎週±曜 日午後 ３時３０分

か ら， ローバ ース カウ トは毎週火 曜 日午後 ７時か ら， それぞ

れ集合を もっています。 カブス カウ トの指導者 には，隊長 １

名，副長 ２名，副長補 １名， デ ンマザ ー ５名が います。内訳

は兄弟 ２名，姉妹 ７名です。 カブス カウ トに限 り女性 も正式

に指導者 とな ることがで きます。 カブス カウ ト達 は，教会員

の子供で はあ りませんが，彼 らの兄弟姉妹 の中 に会員が いた

り教会 に通 って いる人がいます。 カブス カウ ト達 の中に も，

プ ライマ リーや 日曜学校 に出席 す る子供 も少 しずつ増 えてい

ます。彼 らの御両親が教会での スカウ トプ ログ ラムに対 し，

非常 な期待 と感謝を もって います，、御 両親 が教 会へお出 でに

なる 日も近 い ことで しょう。

一方
， ローバ ースカウ ト達 は全員が教会員であ り，活発 な

神権者 です。彼 らの中 には， スカウ ト活動経験者 が数人 いま

す。教会 の教義や活動 と， ボーイスカウ ト精神 と技術 を調和

させ よ うと必至 にがん ばって います。 この人々は将来武蔵野

第 ６団のス カウ トリーダーにな る人 々です。 ローバース カウ

ト達 は教 会員 の中か らの募集 ですが，徐 々に増加 して ゆ くき

ざ しがみえます。

現在第 ３ワー ド部では今年 か ら来年 にかけてボーイスカウ

ト隊 （小 学 ６年生 か ら中学 ３年生） を発足 させ る準備を して

います．

御承 知のよ うに窒 アメ リカにおけるモルモンの スカウ トの

水準は， アメ リカばか りでな く，世界一 と評 されて います。

日本において も各 ワー ド部 各支部 に， ボーイスカウ ト隊を結

成 し， 日本の モルモ ンボーイス カウ トの組織がで きる日も近

い ことで しょう。第 ３ワー ド部監督会 も，第一副監督が武蔵

野第 ６団 々委員長 として，監督 はス カウ ト活動を資金的に援

助す る御両親達 が結成 する育成会会長 に，第二副監督 は団委

員 として， このプ ログ ラムに力 を注 いで お られ ます。 この他

にも，ス テーキ部高等評議員， ステーキ部ＹＭＭ ＩＡ会長の

兄弟達の御力を借 りてお ります。 このよ うに，神様か ら召 さ

れて いる人 々の力を借 りて進 めてゆ くプ ログ ラムです。将来

教会の子供達 が この プログ ラムで成長 し，立派 な神権者 と し

て育 って い くことで しょう。 このプ ログ ラムが完 全に教会 の

プログラムと調整 されて， 発展 してゆ くことを望 んで止み ま

せん。 なお武蔵野第 ６団設 立にあた り，御 尽力下 さったステ

ーキ部 および ワー ド部の多 くの指導者 に感謝 しています
。

このプログラムに興味の ある方は第 ３ワー ド部 へ見学 に来

て くだ さい。神様 が この プログ ラムを，またすべての教会 プ

ログラムを祝福 されます よう祈 っています。

第 ３ワー ド部 武 蔵野第 ６団

カブ隊 々長 小 林 正 幸
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